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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　簡単な仕事







　黒こく衣いの剣けん士しとその連つれの少女がアマダンの街まちに立ち寄よったのは、晩ばん春しゆんのある日の午後のことだった。

「お金～、お金～」

　黒馬の手た綱づなを握にぎる剣士の腰こしに手を回したまま、エメラルド色の瞳ひとみをした少女はうわ言ごとのようにつぶやいた。

「どこかにお金になる話、転ころがっていないかな～」

「……」

　通りの中央で黒馬をゆっくりと進めながら、黒衣の剣士は無む言ごんで聞き流した。

　この手の繰くり言ごとには、もう慣なれてしまっているらしい。

「財さい布ふもだいぶ軽くなってきてるんだけど、分かってるのかなあ」

　少女はチラリと剣士の顔をうかがう。

「……」

　やや女性的な、美しく知的な横顔である。

　しかし、その表情はまったく変化を見せない。

「……春はる物ものの服だって欲ほしいのにな～。誰だれかさんは気にも留とめないだろうけど、この陽よう気きで分ぶ厚あつい冬服着てんの、すごく格かつ好こう悪いんだよね」

　と、少女がこぼしたのは、黒馬が服屋の前に差しかかった時だ。

「……」

　やはり反はん応のうはない。

　それでも、少女はブツブツと続ける。

「大だい体たいリックが悪いんだからね、この一か月で十四振ふりも剣を駄だ目めにしてさ」

「……」

「このところ大きな仕事も入らないし、赤あか字じだよ、赤字」

「……剣に関かんしては」

　ようやく剣士は口を開いた。

「お前と、あの悪戯いたずら好ずきの妖よう精せいにも責任はある」

「ぐっ」

　少女は詰つまった。

　毎度のことながら、少女がまくしたてる百の言葉よりも、この黒衣の剣士のたった一ひと言ことの方が重みがある。

「だって、あたしは知らなかったんだよ。オルム爺じいさんが氷の剣にあんな仕し掛かけをしたなんて」

「お前も直すのを手て伝つだったのだろう？」

「……その通りです」

　少女は身を縮ちぢませた。

「別に恐きよう縮しゆくする必要はないぞ、ピュティア。お前に任まかせた私の過あやまちだ」

（く～っ！　こいつ、絶っっっ対に根に持ってる！）

　少女は、剣士の脇わき腹ばらを思いっきり抓つねってやろうとする衝しよう動どうを、辛かろうじて抑おさえた。




　アマダンはエレネイ中部、タウルス山さん系けいの西に位置する小都市で、サリザ河に沿そったユガからの通つう商しよう路ろの末まつ端たんにあたる。自じ由ゆう都と市しユガを中心に東西に伸のびるこの通商路を経けい由ゆして、アマダンはその主な産さん物ぶつである銀の一いち大だい加か工こう地ち、ブレーグと結むすばれていた。




「……でもさ、リック」

　気を取とり直なおしたピュティアは、あたりをキョロキョロと見み渡わたし、黒衣の剣士に向かって街の感想を告つげた。

「この街あんまり賑にぎわってないね。噂うわさじゃ景けい気きが良さそうな話だったけど」

　確たしかに、正しよう午ごを回ってまだ間まもないというのに人ひと通どおりも少なく、多くの店が扉とびらを閉とざしたままでいる。時おりすれ違ちがう人々の顔も、一いち様ように暗くらい。

「当然だろう」

　リックと呼ばれた剣士はうなずく。

「…………」

「…………」

「………………」

「…………」

「……………………」

「…………」

「…………………………もう、どうしてかぐらい、いちいち聞かなくても説明してよ！　この陰いん険けん男おとこ！」

「ユガとアシュクトルの間で戦せん乱らんが起きたからだ」

　ピュティアがガリガリと背せ中なかを搔かきむしったので、彼は答えた。

「……もう少し分かりやすく」

「ユガ経由の通商路が戦乱によって断たたれてしまい、アマダンは外がい貨かの獲かく得とく源げんである銀の輸ゆ出しゆつを止められてしまっている。物ぶつ資しも金も細ほそ々ぼそとしか入ってこない現状では、明るく笑って過すごせという方が無む理りな相談だ」

「じゃあ、戦争が収おさまるまでしばらくこのまま？」

「アマダンは新しく通商路を開かい拓たくするのが賢明だろうな」

「……要ようするに戦争は長なが引びくってことね」

　ピュティアにもそれくらいのことは理解できる。

「あたしたちも道を考えなくちゃね。ユガを避さけて通れる道ってそんなに多くないよ」

　もともと、ピュティアのユガに対する印いん象しようは良くない。

　あの街で死にかけたのは去年の秋のこと。記き憶おくはまだ生なま々なましい。

「すべては今こん夜やの宿やどを決めてからだ」

　リックは会話を切り上げた。

　通りの右手に、宿屋が見えたからだ。

「そうだね。あそこでいっか」

　ピュティアは黒馬から飛び下おりた。

「あたし、宿やど賃ちんの交こう渉しようにいってくるね」

　と、元気良く宿屋に飛び込もうとした少女は、寸すん前ぜんで足を止めた。

「……？」

　リックが訝いぶかっていると、ピュティアはそのまま路ろ地じ裏うらへと入っていく。

「……また、余よ計けいなことを」

　リックは仕し方かたなく、黒馬の頭をそちらへ向けた。




　人通りのない薄うす暗ぐらい路地裏では、二人の女が十四、五人ほどの男たちに袋ふくろ小こう路じに追おい詰つめられていた。

「やめて！　わたし、お金なんてそんなに持っていないんだから！」

　栗くり毛げ色の髪の小こ柄がらな少女が、気き丈じような声を張はり上げた。

「関係ねえさ。お前自身が金になるんだ」

　男たちの中から一人が進み出て少女のアゴの下に大たい剣けんの先せん端たんを突つきつけると、黄き色いろい歯を剝むき出しにして下げ卑びた笑いを見せる。
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「親おや方かたのところに連つれてきゃあ、金きん貨か五十程度にはなるんだぜ。もっとも、その前にいろいろとお楽しみもあるがね」

　と、剃そり上げた頭に蠍さそりの刺青いれずみを入れたもう一人の男が、耳付き短剣イヤード・ダガーの刃やいばに長い舌したを這はわせながら、いやらしい目で舐なめるように少女の体を見る。

　どうやらこの男たち、人ひと買かいの手て先さきらしい。

　女おんな子こ供どもをかどわかし、奴ど隷れい商人のもとへ連れていって手て間ま賃ちんを稼かせいでいるのだろう。

「それなら、わたくし一人でいいでしょう。この子は見み逃のがしてやってください」

　年とし上うえらしい、すらりとした女性が少女を庇かばうように前に出る。

「バカか？　せっかくの大たい漁りようを見逃す奴やつがいるかって。よく見りゃお前さんもなかなかの珠たまだ、味あじ見みが楽しみだぜ」

　蠍の刺青の男は涎よだれを袖そでで拭ぬぐった。

「身のほども知らずに助けに飛び込むあんたが悪いんだ、諦あきらめな」

　最初の男が女性の手て首くびをねじ上げ、その首くび筋すじに顔を近づけた。

「……いい匂においだぜ」

　と、そこに……。

「待ちな！」

　ピュティアが飛び込んできた。

「怪あやしげな声がするんで来てみたら、やっぱりこの手の下げ衆すどもかい。怪け我がしないうちに帰んな！」

　威い勢せいのいい啖たん呵かを切って、ピュティアは男たちをにらみつける。

「また魚が飛び込んできやがった！」

　男たちは笑った。

「……こいつはあまり高く売れそうにもないな」

「なあに、ないよりマシって奴さ」

「な、な、な、何だって！　こいつら！」

　ピュティアはブーツから短たん剣けんを抜ぬいた。

　すると、男たちの顔に緊きん張ちようが走った。

「へんっ！　どうしたのさ？　怖おじ気けづいたのかい!?」

　ピュティアは胸を張った。

「……そんな訳わけがないだろう」

　後ろで声。

　そこには、いつのまにか追いついてきたリックの姿すがたがあった。

　彼の姿を見て、男たちの表情が変わったのだ。

「……事情を」

　馬上から、リックは長身の女性に声をかけた。

「……この女の子が、路地に連れ込まれたのを見たもので」

　女性は少女を指さし示した。

「危あぶないと思って思わず後を追ったのですが、自分も情なさけないことに……」

「そして、それを聞きつけたお前が追いかけた」

　リックはピュティアを見み下おろした。

「そして、あたしを見たリックも追いかけた」

　ピュティアはペロリと舌を出す。

「……やれやれ」

　リックは肩かたをすくめた。

「おう、優やさ男おとこの兄にいちゃん、死にたくなかったら何にも見なかったことにして回れ右しな」

「その柄がらの悪い娘むすめを置いてな」

　男たちは油ゆ断だんなく武ぶ器きを構かまえ、リックを遠とお巻まきにした。

　統とう率そつの取れていない彼らの武器は様さま々ざまで、短剣や長ちよう剣けんの他ほかに、投げ矢や鎚つい矛ぼう、中には刺とげ付き殻から竿さおを装そう備びした者もいる。

「この娘を置いてゆくと、困こまるのはお前たちだが」

　黒馬から下おりながらリックは答える。

「……死にてえらしいな」

　男たちの一人が、威い嚇かくのつもりで短剣をリックの顔スレスレに投げつけた。

　リックはこれを完全に見み切きり、侮ぶ蔑べつの視線を返す。

「命の惜おしい者はこの場を去れ」

「ふざけるな！」

　一いつ斉せいに男たちは飛びかかった。

　リックは腰こしの剣の柄つかに手をかけたが、

「……やはり駄だ目めか」

　と、小さく舌した打うちをすると、黒馬の鞍くらに下げてあった剣のうちの一ひと振ふりを鞘さや払ばらった。

　ズシュッ！

「あぐぅ！」

　血ち煙けむりが上がり、蠍そさりの刺青いれずみの男が額ひたいを割わられて仰のけ反ぞって倒たおれた。

　彼が地面に落ちるのとほぼ同時に、大剣を振りかざして右手から迫せまった別の男が、脇わき腹ばらから背せ骨ぼねまでを一いつ気きに断たたれる。

「街まち中なかでのいざこざは避さけたかったが……。まあ、仕し方かたがない」

　リックはつぶやくと、左足を引いて腰を落としつつ身を回転させた。

　鋼こう鉄てつの剣は鈍にぶい輝かがやきとともに最短の軌き跡せきを描えがき、背はい後ごから近づく三人の男の喉のどを真ま一いち文もん字じに裂さく。

　自分たちの身に何が起こったのかを理解する前に、三人は頸けい動どう脈みやくから鮮せん血けつを噴ふき上げて絶ぜつ命めいしていた。

「くそっ！　女どもを！」

　仲なか間まの三分の一があっという間に倒されたのを見て、男たちは遅おそまきながら、少女と女性を人ひと質じちに取ろうとした。

「おい！」

　彼らの頭とう目もくらしい、鎚矛を握った男が、女性の肩かたに手をかけようとする。

　だが、ピュティアの放った短剣が、その足の甲こうを大地に縫ぬいつけた。

　転てん倒とうする鎚矛の男。

　そして一いつ瞬しゆん後ご、リックの剣が男の胸を貫つらぬく。

「……や、やく」

　鎚矛の男は、女性につかみかかろうとしてそのまま崩くずれ落ちた。

「……続けるか？」

　リックは生き残った連れん中ちゆうを振り返った。

「やばいっ！」

「逃にげろ！」

　生き残った十人ほどの男たちは、仲間の死体を放ほうったまま、転ころがるようにしてこの場から消えた。

　リックは彼らを追おうとはしなかった。

　遺い体たいの衣服で剣の血を拭ぬぐい、鞘さやに戻もどすと、何なに事ごともなかったかのように再び黒馬の鞍くらにかけ直す。

　そこに、助けられた女性と少女が恐おそる恐る近づいてきた。

「どうも、危あやういところをありがとうございました」

　長身の、二十代後半に見える女性が礼を述べる。

　北方出身らしく、透すき通るような肌はだをした落ち着いた感じの女性である。

　長い黒くろ髪かみをまとめ上げているところを見ると既き婚こん者しやかも知れない。

　口く調ちようにやや警けい戒かい心しんが感じられるのは、先ほどの剣けんさばきを見てリックが只ただ者ものではないと思ったからだろう。

　無む理りもない。

　リックこと、ヤーバシアのフレオリックは元もと国王であり、王弟、王おう妃ひ殺しの罪つみで金きん貨か五千枚の賞しよう金きんをかけられているお尋たずね者ものなのだから。

「気にすることはない。あの娘むすめと組んでから、余よ計けいな厄やつ介かい事ごとに巻まき込まれるのには慣なれている」

　彼はピュティアの方に目をやった。

　ピュティアは一年ほど前に、ひょんな事からともに旅をすることになった少女。

　リックの相あい棒ぼうを自じ認にんする元盗とう賊ぞくだ。

「リック～、今日は剣を折おらなかったね、偉えらい偉い！」

　短たん剣けんを拾ひろってブーツに差し直したピュティアは、駆かけ戻ってくるとニッと笑った。

「グリードが抜ぬけていれば、剣の値段を気にする必要もない」

「ううっ、それは言いっこなし」

　氷ひよう剣けんグリードは、フレオリックの愛剣として知らぬ者のない魔ま剣けんだ。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられ、師し匠しようの剣けん聖せいロヴァルから譲ゆずり受けた、冷れい気きを放つ魔法の剣。

　だが、彼の腰こしに下がるそのグリードも、今は抜くことができない。

　いったん折れて、妖よう精せい族ぞくの手により再び鍛え直されて以来、グリードは鞘さやから抜ぬき放はなたれる時を自みずから選えらぶ剣になっていたのだ。

「……あの」

　茶色い髪かみの小こ柄がらな少女が、ためらいがちにリックたちに声をかける。

　勝かち気きそうな眉まゆとやや厚めの唇くちびるが大人おとなびた表情を作っているが、実じつ際さいはピュティアと同どう年ねん代だいかやや下といったところだろう。

「本ほん当とうにありがとう。わたし一人だったらあの連中に売り飛ばされていたかも」

「いいって、お礼を言うんならこの人だよ」

　ピュティアは長身の女性の方を指した。

「この人が先に助けに入ったんだから」

「でも、役には立ちませんでしたもの」

　女性は頭を振ふる。

「ねえ、二人ともこの街の人？　だったら、今日きよう泊とまる場所を紹しよう介かいしてほしいんだけど？」

　宿やど代だいを安く上げたいピュティアは尋たずねた。

「生あい憎にくとわたくしは……」

「わたしもこの街は初めて。でも、私が泊まっているところと同じじゃ駄だ目め？　同室なら安くつくけど？」

「なるべくなら個室がいいのだが」

　そうリックが口を挟はさむのを、ピュティアは無視する。

「たまにはそういうのもいいよね。よしっ！　決定！」

「わたくしも同室させていただいてよろしいでしょうか？　申もうし遅おくれましたが、わたくし、銀ぎん細ざい工く職しよく人にんのメッサリーナといいます」

　長身の女性が自己紹介した。

「わたしは……リニエール」

　少女の方も名な乗のった。




　その日の日ひ暮ぐれ時どき……。

　宿の食堂で、四人は一つのテーブルを囲かこんでいた。

「へえ～、じゃあ、リニエールはお父とうさんに会いに旅に出たんだ」

　ピュティアはガチョウのパイを頰ほお張ばりながら言った。

「ええ。母が死んでから一人だったけれど、昔別れた父がブレーグで実じつ業ぎよう家かとして成功しているという噂うわさを最近耳にしたの」

　リニエールはうなずく。

「それで人を介かいして捜さがしてもらったら、父から自分のところに来ないかと便たよりが……」

「ブレーグか……」

　リックは葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを口くち元もとに運ぶ。

「まずい時期に旅に出たものだな」

「はい。もうこれで三日、この街で足あし止どめです。実際にここまで来てみれば、何とか行く方法は見つかると思ったんですけど」

「弱りましたわ」

　頰に手を当てて、困こまった顔をしたのはメッサリーナだ。

「わたくしも実じつは、商用でブレーグに向かうところだったのですが、ユガが通れないとなると……」

「サリザを渡わたって南に直接向かうのが最短だが、街かい道どうを通らずに荒こう野やを突つっ切きることになる。安全な経けい路ろとは言えんな」

　リックは答える。

「そちらに発たつ隊たい商しようが出るのを待って、同行させてもらうのがいいだろう」

（……いっつも思うんだけど、美人が相手だと口が軽くなるよね、こいつ）

　メッサリーナと話すリックの横顔を、ピュティアはスープをすすりながら不ふ機き嫌げんそうに見上げる。

「隊商かあ……」

　リニエールは何か考え込むように仔こ羊ひつじの胸むね肉にくを焙あぶったものを指で突ついていたが、やがて顔を上げてリックに話しかけた。

「ねえ、リックさん、あなたがついてきてくれないかな？　メッサリーナさんも含ふくめて四人で旅をすれば、安全だと思うの。もちろん、お礼はするから」

「お礼？」

　ピュティアがその言葉に敏びん感かんに反はん応のうした。

「うん。今はないけど、向こうに着いたら父に払はらってもらうつもり。まあ、そんなには出せないと思うけど、父も金貨二十枚ぐらいなら認みとめてくれるんじゃないかな」

「二十枚……」

　ピュティアは胸のうちで素す早ばやく計算した。

　街道を行かずに真まっすぐに南なん下かすると、十日ほどの行こう程ていになるはずである。

　一日当たり金貨二枚は決して高くはないが……。

「経けい費ひ、別ね？」

　ピュティアは確かく認にんする。

「……う、うん」

「ならやる。いいよね、リック？　引き受けよ？」

　ピュティアは黒こく衣いの剣けん士しを振ふり返る。

「……いいだろう。行く先の決まった旅ではないからな」

「よかった」

　リニエールはほっと胸を撫なで下おろした。

「では、わたくしも些さ少しようですがお出ししましょう」

　メッサリーナが皮かわ袋ぶくろから金きんの粒つぶを二つ、三つ取り出し、テーブルに並べた。

　大きさからすると金貨十枚ほどの価か値ちがあるものだ。

「えっ、いいよ、メッサリーナさんは」

　リニエールが金の粒を押おし返す。

「わたしが一いつ緒しよにって頼たのんだんだもん。それに、あなたには助けてもらったから」

「リニエールさんにだけ払わせる訳わけにはゆきませんもの」

　二人が揉もめていると、ピュティアが横からサッと手を伸のばして金きんを取った。

「……まあ、こんなことで言い合いしててもしょうがないからね」

　ピュティアがケロリとした顔で言うので、一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとしたリニエールとメッサリーナは顔を見合わせて噴ふき出した。

　一人、苦にがい顔なのはリックである。

「……ブレーグには何の目的で？」

　少しして、食事がほぼ終わった頃になってから、彼はメッサリーナに尋たずねた。

「わたくし、夫おつとが他た界かいして以来、銀ぎん細ざい工くの渡わたり職しよく人にんとしていくつかの街を回っていたのですが、この度たびランワーンで組くみ合あいへの加入を認められ、自分の店を持つことができるようになりました。ブレーグには私の昔の師し匠しようがおりまして、その報告がてら、買い付けにと」

　おっとりとした口く調ちようで、メッサリーナは答える。

「ブレーグで修しゆ業ぎようをしたのなら、腕うでは確たしかだろう」

　リックはうなずいた。

　ブレーグは、かつて銀が豊ほう富ふに産さん出しゆつした鉱こう山ざん都と市し。材料を求めて一流の職しよつ工こうたちが自然と集まり、彼らが作り上げる精せい巧こう緻ち密みつな銀製品の輸ゆ出しゆつで発展を遂とげた街である。

　今ではその資源も枯こ渇かつし、地じ銀ぎんは輸ゆ入にゆうに頼たよっているが、銀の加か工こう品ひんに関かんしては依い然ぜん、最高級の名を恣ほしいままにしている。ブレーグの職人が手て懸がけた銀製品は、地銀の数十倍から数百倍の値ねがつくとも言われているのだ。

「銀細工かあ……」

　ピュティアが隣となりのリックをチラリと見る。

「昔から欲ほしかったんだよね、銀の髪かみ飾かざりとか首くび飾かざり。あたしさ、よく似に合あうと思うんだ、金きん髪ぱつだし」

「ならば、ブレーグに着いたら自分の金で買えばいい。他の街まちで買うよりはかなり安いはずだ」

　リックは部へ屋やに戻もどろうと立ち上がった。

　結けつ局きよく、ピュティアはリニエールたちと相あい部べ屋や。リックは一人で個室を確かく保ほしていた。

「……そういう奴やつだよね、あんたって」

　ピュティアはため息をついた。




　さて、その夜遅おそく……。

「……んっ？」

　メッサリーナ、リニエールと寝しん台だいを分わかち合って寝ねていたピュティアは、隣で誰だれかが動くのを感じて、重い目ま蓋ぶたを少しだけ開いた。

（……メッサリーナ？）

　いつの間にか、メッサリーナが立ち上がり、寝台を大きく回ってリニエールの傍かたわらに立ちすくんでいた。

　しかも、短剣を右手に。

（……！）

　ピュティアは出かかった声を吞のみ込んで、眠ねむった振ふりをした。

　リニエールは軽い寝ね息いきを立てて、ぐっすりと寝込んでいる。

　だが、それを見み下おろすメッサリーナの目はぞっとするほど冷たかった。

　先ほどまで見せていた温おん厚こうそうな表情とは全まつたく違ちがった、冷れい酷こくな色がその顔にはあった。

（な、何してんだろ？）

　ピュティアは目の前の光景を一いち応おう、好こう意い的てきに解かい釈しやくしてみようと試こころみるが、無む理りな相談である。

　やがて、燭しよつ光こうを反射して鈍にぶく輝かがやく短剣の刃を、メッサリーナはリニエールの喉のど元もとに近づける……。

（リニエール、起きて！　ほら、起きなったら！）

　ピュティアはリニエールの足を蹴けって目を覚さまさせようとするが、リニエールは全く起きる気け配はいがない。
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（……ええい、もうっ！）

　ピュティアはガバッと起き上がった。

「あら、どうしたの？」

　メッサリーナは、ピュティアが目を覚ましたのを見て、優やさしい声をかけた。

　一いつ瞬しゆん前まえまでの恐おそろしげな顔つきとは全く違う、にこやかな表情。

　短剣もいつの間まにか、その手の中から消えている。

「……寝ね呆ぼけたみたい」

　目蓋を擦こすりながら、ピュティアは答える。

「わたくしも、寝つかれなくって、ちょっと夜よ風かぜに当たろうと思ったところなの」

　と、微ほほ笑えむメッサリーナ。

「一いつ緒しよにどうですか？」

「……い、いいよ、すぐに寝るから」

　ピュティアは頭から毛もう布ふを引ひっ被かぶった。

（さっきのは見み間ま違ちがいだよね、きっと。短剣だって持ってなかったし、あたし、本当に寝呆けてたんだ。大だい体たい、あの人がリニエールを殺そうとしなきゃいけない理由がないじゃない。今日初めて会ったって言ってたのにさ……）

　ピュティアは眠ろうと努つとめた。

　しかし、その晩は一いつ睡すいもできなかった。







　第一章　貴婦人







　ブレーグまでの十日間の行こう程ていは、リックにとっては休きゆう暇かのようなものだった。

　野や盗とうに遭そう遇ぐうすることもなく、賞しよう金きん稼かせぎたちの姿すがたを見ることもなかった。

　剣けんの柄つかに手をかけることさえ、一度もなかったのだ。

　もっとも、ピュティアの方は休暇という訳わけにはいかなかった。最初の夜以来、メッサリーナの動向が気になって、毎晩ろくろく睡すい眠みんが取れなかったのである。

　夜眠ねむれない分、昼間眠くなり、しばしば黒馬の背せから転ころげ落ちた。

　その度たび、黒馬は鼻はなの穴あなを広げて嘲ちよう笑しようするように嘶いななく。

　日に四、五度も落らく馬ばするようになるとリックも呆あきれ、とうとうピュティアを鞍くらに縛しばりつけてしまった。

「……ピュティアって乗じよう馬ば下へ手た」

　冷ひややかな目でリニエールにも見られ、散さん々ざんである。

（ったく、誰だれのために見張ってると思ってんのさ）

　ピュティアは唇くちびるを尖とがらせた。

　しかし、彼女の努力のおかげか、あの夜を除けばメッサリーナがおかしな素そ振ぶりを見せることはほとんどなかった。

　とはいえ、一度……。

　四日目の晩、メッサリーナが食事の当番に当たっていた時のことである。

　川かわ沿ぞいで火を熾おこして調理をしていたメッサリーナのところに、ピュティアが手て伝つだいにゆくと、メッサリーナは手にしていた何か小さな物をサッと懐ふところに隠かくしたのだ。

　一いつ瞬しゆんのことでよく分からなかったが、ピュティアにはそれが薬の包つつみに見えた。

「……ここは大だい丈じよう夫ぶよ」

　メッサリーナは笑いかけ、ピュティアを追い返した。




　それでも、全体として道みち行ゆきは快かい適てきだった。

　同じ年とし頃ごろのリニエールとは話が合ったし、メッサリーナも元渡わたり職しよく人にんだけあって話題が豊ほう富ふだった。その上、二人ともピュティアのお喋しやべりに忍にん耐たい強づよく耳を傾かたむけてくれた。

　こんな賑にぎやかな旅は、ピュティアにとって初めての経けい験けんである。

　さらに、この季節はエレネイ中部地方が最も華はなやかな生命に満ちる刻ときだった。

　一年の三分の二は殺さつ風ぷう景けいな光景しか見せようとしない荒こう野やに、瑞みず々みずしい草が茂しげり、鮮あざやかな青の忘わすれな草ぐさやブルーベル、早はや咲ざきの薄うす紫むらさきのタイム、白く慎つつましい雛ひな菊ぎくや野の苺いちご、黄色いラッパ水ずい仙せんなど、色とりどりの花が咲き誇ほこっている。

　風からも、冬の殴なぐりつけるような厳きびしさが消え、優やさしく頰ほおを撫なでるような感かん触しよくで吹ふき抜ぬけてゆく。

　時おり出くわす地図にない小川は、左手にそびえるタウルスの青い峰みね々みねから雪ゆき解どけの澄すんだ冷水を運んできてくれるのだ。

　また、夜ともなれば、今にも降ふり注そそぎそうな数あま多たの星ほし々ぼしと三つの月が、少女たちを見み下おろし、しばしば、北へと渡わたってゆく飛ひ竜りゆうの群むれが、黒雲のように、静かに夜空を覆おおった。

（……これでリックと二人っきりだったら）

　自分が受けた仕事ではあったが、こうした風景の中にいるとピュティアはそう思わずにはいられなかった。




　そして、十日目の夕ゆう刻こく。

　四人の前にブレーグの街まちが姿を現わした。

　大きな森を見下ろす、緩ゆるやかな山やま肌はだが剝むき出しになった斜しや面めんに張りついた、灰色の建物の集まり。

　その斜面をさらに上のぼってゆくと、鉱こう脈みやくが枯こ渇かつして今は使われなくなった坑こう道どうの入口や、自じ由ゆう都と市し宣せん言げん以前に領りよう主しゆが住んでいた城の朽くち果はてた跡あとが見える。

「……何か、貧びん乏ぼう臭くさい街」

　と、いうのがブレーグに対するピュティアの第だい一いち印いん象しようだった。




　鉱こう夫ふと銀ぎん細ざい工く職しよく人にんの集落から発達したこのブレーグは、都市としての機き能のう美びに乏とぼしいようにピュティアには感じられた。

　まず、広場や、東西南北に走る大通りといったものが存在しない。

　また、この規き模ぼの都市には必ずといっていいほど備そなえられているはずの街がい壁へきも、部分的にしか設もうけられていなかった。

　道も未み整せい備びでねじくれ、旅人にとっては宿やど一つ探さがすのさえ難なん事じ業ぎようである。

　しかし、これはこれで、十じゆう分ぶんに機能的なのであった。

　一いつ見けん、無計画な家々の配置は、実じつは地下水の水すい脈みやくに沿そったもので、その一軒一軒が屋おく内ないに井い戸どを持っている。銀細工に炉ろを使うため、水の確かく保ほを重視した結果だ。

　また複雑な街まち並なみは、一つの防ぼう衛えい機き能のうをも果たしていた。野や盗とうなどの襲しゆう撃げきを受けた場合でも、この入り組んだ道は野盗を混乱させ、袋ふくろ小路こうじに追おい詰つめて撃げき退たいすることを可能としている。

　街壁が必要ないのは、そうした理由なのだ。




「……で、あんたの親おや父じさん、どこにいるの？」

　街に入ってすぐに、ピュティアはリニエールに尋たずねた。

「わたしもここは初めてだから……」

　どちらを向いても同じような石造りの建物が並ぶ街の風景に、リニエールは口ごもる。

「〝鉄てつ鎚ついの錆さび〟亭ていっていうところが定じよう宿やどだって、手紙にはあったんだけど」

「探しても見つかりそうにありませんわね。誰かに聞いてみましょうか？」

　メッサリーナが通りがかりの男に声をかけて、宿までの道を尋ねた。

「ああ、そこか。ならばここをしばらく真まっすぐ進むと……」

　尋ねられた男は愛あい想そよく、てきぱきと道みち順じゆんを示してくれたが、それは一度で覚えきれるものではなかった。

「……で、そこから右に折れて七軒けん目めだったかな？　分かったかい？」

「は、はい？」

　当とう惑わく顔がおのメッサリーナ。

「だから……」

　男は説明を繰くり返した。

　だが、ピュティアたちには、それが同じ道順を説明したものには聞こえなかった。

「……で、そこに着く訳わけだ。これで分かったろ？」

「は、はあ」

　男が手を振ふって去ってゆくと、メッサリーナはピュティアたちを振り返り、ため息を漏もらした。

「……少し進んだら、また他ほかの人に聞いてみましょうね」

　結けつ局きよく、通行人に確認を取ること六回。

　ようやく、一行は〝鉄鎚の錆〟亭にたどり着いた。

　赤茶色の鉄鎚を模もした看かん板ばんのかかった、小ぢんまりした宿である。

　扉とびらを開あけて薄うす暗ぐらい中に入ると、これもまた愛想のいい男が出で迎むかえた。

「お客さん、済すまないが今満まん室しつでね、他の宿を紹しよう介かいするからそっち当たってくれないか？」

　宿の主人らしい、その男は言った。

「ち、違ちがうんです」

　リニエールが頭を振る。

「わたし、あの、ラズヴィルという人に用があって……。わたし、娘むすめなんです」

「娘さん？」

　宿の主人は少女の顔を見つめる。

「確かにラズヴィルって人は泊とまっているが……。あんた、名前は？」

「リ、リニエールです」

「……ちょっくら聞いてくるから、待ってな」

　宿の主人は奥おくに引っ込んだ。

「会ってくれるといいね」

　ピュティアは、緊きん張ちようした面おも持もちのリニエールの手を握にぎってやる。

　父親の顔を知らないピュティアは、自分でも知らないうちに、リニエールと己おのれを重ね合わせ、少女が父と対面することを心しん底そこ願うようになっていたのだ。

　もっとも、リニエールが父と再会できなければ礼金も出ない、ということも、頭の隅すみにはあったが……。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、メッサリーナも声をかける。

　しばらくして、宿の主人は戻もどってくると、リニエールに告つげた。

「会うそうだ。二階の一番奥の部屋にお行き。連つれの人たちも」

　四人は軋きしむ階段を上って、部屋の前までやってきた。

　いったん足を止めるリニエール。

「ほら」

　ピュティアに促うながされ、小さな手で扉を叩たたく。

「お入はいり」

　中から、温おん厚こうそうな男の声。

　リニエールが思い切って扉を開けると、そこに立っていたのは四十やや手前の、瘦やせた気き弱よわそうな男だった。暗い金髪はあまり手入れがされておらず、絶えず前で組んだ手の指を動かし続けている、落ち着きに欠ける人物である。

「……お父とうさん！」

　その男の姿を見るなり、リニエールは胸の中に飛び込んでいった。

「あの……」

「わたしよ、お父さん、リニエールよ！　あなたの娘の！」

　少女は、男の体をギュッと抱だき締しめる。

「……おお、リニエールか。久ひさしぶりだな」

　ようやく男は口を開くと、骨ほね張ばった手で少女の頭を撫なでた。

「本当に懐なつかしい。……で、この方かたたちは？」

　彼は次に、リックたちに目を向ける。

「リックさんに、ピュティアちゃんに、こっちはメッサリーナさん。一いつ緒しよにこの街まで旅をしてきたの」

「それは……。どうもうちの娘がお世話に。私はラズヴィルといいまして、このあたりを中心に交こう易えきを営いとなんでおります」

　ラズヴィルは商人らしい遜へりくだった口調で言った。

「いえ、お世話なんて」

　と、目を細めて頭を振るメッサリーナ。

　どうやら本当に親子の再会を喜んでいるように見える。

（やっぱり、気のせいだったのかな？　あの時はリニエールを殺そうとしてたように見えたんだけど……）

　ピュティアはだんだん、自分の見たことに自信が持てなくなってきた。

「では、我われ々われは宿やどを捜さがすことにしよう」

　やがて、リニエールと父親の会話が途と切ぎれたのを見み計はからって、リックがピュティアの肩かたを叩いた。

「えっ、何で？」

　ピュティアは首を傾かしげる。

「鈍にぶい娘だな、お前も」

「そうですわね、親おや子こ水みず入いらずのところを邪じや魔ましてはいけませんわ」

　メッサリーナもうなずく。

「それに、わたくしたちも宿を捜さねばなりませんし」

「そう？　じゃあ、またね、メッサリーナ」

　リニエールは、ラズヴィルと手をつないだまま別れを告げた。

「ピュティア、ここのご主人に行き先、告げといてね、後でそっちに行くから。……ほら、お金のこともあるでしょ？」

　踏ふみ倒たおされるんじゃないかとヒヤヒヤしていたピュティアは、この言葉でようやく安心した。

「覚えててくれたならいいさ。じゃあね」

　今回の必ひつ要よう経けい費ひを頭の中で計算しながら、ピュティアは手を振った。

「このお礼は後のちほど」

　ラズヴィルが深ふか々ぶかと頭を下げる。

　リックたちはこうして、ラズヴィルの部屋を後あとにした。

　そして……。




　　　　＊　＊　＊




「……」

　三人が去ってしばらく経たち、彼らが戻もどってこないことを確かく認にんすると、リニエールはラズヴィルの手を振ふり解ほどいた。

「どういうことです、一いつ体たい？」

　ラズヴィルは、当とう惑わくの表情をリニエールに向けた。

「リニエールなどと名な乗のられるし、その上、お父さんなんて呼ばれた時には、どう答えていいのやら迷まよいましたよ」

「でも、うまく誤ご魔ま化かせたね」

　リニエールは、傍かたわらの机つくえの上に腰こし掛かけて苦く笑しようする。

「あたいの演えん技ぎも大たいしたもんだろ？」

「は、はあ」

　ラズヴィルはあいまいにうなずいた。

「あの連れん中ちゆうはここまでの護ご衛えいだよ。街かい道どうが通れなかったり、ごろつきに絡からまれたり、ちょっと面めん倒どうが重なってね。それで、雇やとった訳わけ。もっとも、あの連中を雇ってからは何ともなかったけどね。……そうそう、後であのピュティアって子のところに、護衛の礼れい金きん持っていくからよろしく」

「そういう訳だったんですか」

　ラズヴィルは納なつ得とくしたようだ。

「けどさ、くたびれたよ、父を訪たずねて旅をする薄はつ幸こうの美少女の演技なんてさ」

　少女は両手を上げて伸のびをする。

「でしょうね」

　ボソリと洩もらすラズヴィル。

「……何か言ったかい？」

「い、いいえ」

「じゃあ、そろそろ話を聞かせてもらおうか？　契けい約やくの進しん行こう状じよう況きようを報告しな」

　リニエールは机から飛び下りると、テキパキとした口調で年上の男に命じた。

「〝日陰〟のタイタスの名みよう代だいとしてやってきた、このキムリにね」




　　　　＊　＊　＊




〝鉄てつ鎚ついの錆さび〟亭ていの主人の紹しよう介かいで、リックたちは〝折れたツルハシ〟亭に向かった。

　先ほどと同じように、三人は蛇へびのようにくねった道をたどって進んだが、通りを行く人の姿は疎まばらだ。

「やっぱり、景けい気きが良くないんだねえ」

　あたりを見ながらつぶやくピュティア。

「それだけかな？」

　街まちに入ってから数度しか口を開かなかったリックが、疑問を差し挟はさんだ。

「違ちがうの？」

　と、ピュティアが尋たずね返す。

「子供の姿が見えない。それに老人も」

「……そう言えば、そうですねえ」

　メッサリーナも首を傾かしげる。

「やはり春は、外で遊ぶ子供たちの元気な声を聞きたいですわね」

「子供に景気は関係がない。普ふ通つう、どこの街でもその姿が消えることはないはずだ」

「でも、何か事情があるようには思えませんわ。街の人たちはみな親しん切せつですし」

「まあ、そんなこと、どうせあたしたちには関係ないよ」

　ピュティアはリックの腕うでを引っ張った。

「それより早く〝折れたツルハシ〟亭っていうとこ、見つけよう。十日ぶりの街なんだからさ、まともな食事にありつきたいよ！」




〝鉄鎚の錆〟亭の主人が書いた地図のおかげで、ピュティアたちも今度は迷うことなく宿を見つけることができた。

〝折れたツルハシ〟亭の主人は、浅あさ黒ぐろい下しもぶくれの顔をした大おお柄がらな男で、やはり愛あい想そが良く、リックたちを揉もみ手をして出で迎むかえた。

「え～、みなさんご同室で？」

　主人は、奇き妙みような三人の取り合わせを見て尋ねる。

「わたくしは構かまいませんが？」

　メッサリーナはリックの顔を見た。

　これに対し、リックは頭を振ふる。

「いや。私は別に一室取ろう」

「では、二部屋ですな」

　余計に宿代が入ることを主人は喜んだ。

「ねえ、随ずい分ぶんと静かな宿だね。銀ぎん細ざい工くの買い付けで賑にぎわってると思ったのにさ」

　ピュティアが主人に聞いた。

「それですよ」

　主人は大きくため息をつく。

「ユガの戦争で交こう易えき商人の足も途と絶だえちまって、この何か月か商売上あがったりでさあ」

「ね、やっぱり戦争のせいさ」

　リックを振り返るピュティア。

「今日もお客さん以外の泊とまり客は、ひと組だけでしてね」

　宿の主人は続けた。

「……ところで、お客さんはやっぱり銀細工の買い付けで？」

「いや、我われ々われ二人はただの物もの見み遊ゆ山さんだ」

「わたくしは知り合いを訪たずねに」

　リックとメッサリーナが答える。

「そうですか。まあ、くつろいでください。もう少しで食事の準備もできますから」

　と、主人がリックたちを案内しようと階段を上のぼりかけた時。

「どけい！　宰さい相しよう夫ふ人じん様がお通りになる、みな、下がれぃ！」

　野の太ぶとい声が恫どう喝かつした。

「は、はい！」

　宿の主人は慌あわてて後あと退ずさりすると、リックに耳打ちした。

「もうひと組のお客です。昨日きのうからお泊まりなんですが、どうやら高こう貴きなお方かたのご一いつ行こうのようで」

「あの声。……聞き覚えがあるな」

　わずかに眉まゆをひそめるリック。

　そこに、二階から〝高貴な〟一行が下おりてきた。

「宰相夫人様のお食事の用意を！　安物は出すでないぞ、我わがご主人様は大変に舌が肥こえていらっしゃる！」

　先頭に立った、礼れい装そうらしい窮きゆう屈くつそうな服を着けた髭ひげづらの男が、再び怒ど鳴なった。

　そのすぐ後ろには、十歳そこそこの少女。

　一番後ろには地じ味みな服装の、もの静かな銀ぎん髪ぱつの女が付き従っている。

　この三人に囲まれた背の高い女性が、おそらく問題の貴き婦ふ人じんなのだろう。

　念ねん入いりな化け粧しようのせいでよく分からないが、メッサリーナと同年代、とピュティアは見た。

　緑の瞳ひとみには、高こう慢まんとも言える高貴さが宿やどり、クッキリと明るい紅べにを引いた唇くちびるは、強い意志を示している。

　くすんだ赤い髪かみは宝石をちりばめた髪かみ留どめでまとめられ、金きん糸し銀ぎん糸しを惜おしげなく使った絹きぬの服は特注品であることが明らかだ。

「下げ賤せんな者どもよ、モスル宰相夫人サイベル様の前に席を開け……、げげっ！」

　さらに怒鳴ろうとした髭づらの男は、ピュティアたちの顔を認めると、一いつ瞬しゆん我が目を疑うように目ま蓋ぶたを擦こすり、それから声にならない声を上げた。

「……あ～っ！」

　同時にピュティアも叫さけんだ。

「……なんてこと」

　そう言ってこめかみに指を当てたのは、一番後ろに控ひかえていた銀髪の女だった。

「……あの、お知り合いですか？」

　メッサリーナがピュティアに尋ねる。

「知ってるも何も……」

　少女はあいまいな表情になる。

「……あんたたち、何やってんの？」

「何って……、ねえ？」

　銀髪の女、アマラは困った表情になり、同じく当惑した顔の髭づら、ダル・ハーに振った。

「説明しろったってなあ……、大体どうしてお前たちがこんなとこにいんだよ」

　アマラもダル・ハーも、ピュティアとリックにとっては腐くされ縁えんのような仲の連中である。

　アマラは、女おんな占うらない師しを表おもて看かん板ばんとする〝一の神〟の巫み女こ。

〝一の神〟が彼女に捜さがすように求めた四人のうちの一人がフレオリックではないかと考え、しばしば彼に付きまとっていた。

　一方のダル・ハーは三流の賞しよう金きん稼かせぎ。

　何度か汚きたない手を使ってリックを狙ねらったが成功せず、最近はピュティアにまで舐なめられてしまっているのだ。

「どうやら」

　勿もつ体たいぶった足あし取どりでピュティアの前にやってきたのは、例の貴婦人である。

　さっきから自分のことを説明したくてうずうずしてたらしい。

　ダル・ハーは、さっきこの女を宰さい相しよう夫ふ人じんのサイベルと呼んでいたが……。

「見けん聞ぶんを広めるための人ひと目めを忍しのぶ旅の途と中ちゆうなので、本来は名な乗のるべきではないのだけれど、特別に聞かせて上げてよ！　フロランド！」

「は～い！」

　先ほどから貴婦人の後に控えていた幼い少女が進み出た。

「このお方こそ、モスルの宰相エズラン閣かつ下かの奥おく方がたであらせられ、美しく、気け高だかく、聡そう明めいなことでエレネイ全土にその名を知られる貴婦人、サイベルさまでございます！」

　一いつ生しよう懸けん命めい暗記したらしい口こう上じようを、少女は披ひ露ろうした。

「そして、わたしは侍じ女じよのフロランドと申します、どうぞよろしく！」

「良く出来てよ、フロランド！……後半は余よ計けいだけれど」

　腰こしに手を当てて、背せ筋すじを伸のばしたサイベルはダル・ハーとアマラを指さした。

「ちなみに、この男は私の下げ僕ぼく、この女は私の侍女その二よ！　まあ、私の屋や敷しきにはもっと有能で優ゆう雅がな使用人が山ほどいるのだけれど、旅の途中で目立たないためには、こういった下げ品ひんな者たちを連れてゆくのが一番でしょう？」

「……勝かつ手てに言って」

「どうせ、下品だぜ」

　アマラとダル・ハーは、げんなりといった表情になる。

「あんたらが下僕と侍女ねえ……」

　ピュティアは取りあえずサイベルとフロランドは無視することにして、ダル・ハーとアマラに疑いの視線を向けた。

「お、俺おれはこの女に……一日銀貨一枚で雇やとわれたんだよ」

　言いい訳わけにならない言い訳をするダル・ハー。

「この女？」

　サイベルが、これを聞きとがめる。

「す、すいませ～ん、このお方です、はいっ！」

　情なさけないことに、賞金稼ぎは直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいを取って訂てい正せいした。

　一方、アマラは、

「私は賭かけに負けて仕し方かたなく、ね」

　と、肩かたをすくめる。

「どんな賭けさ？」

「……どっちが多くの男に声をかけられるか」

　ピュティアに問とい詰つめられたアマラは、頰ほおを引きつらせながら渋しぶ々しぶ答える。

「へえ～、あんた、負けたんだ」

　ピュティアは噴ふき出した。

「……悪かったわね」

「当然の結果ですことよ！　若さと美び貌ぼうの完全勝利！　お嬢じようちゃん、あなたにも見せて上げたかったくらい！」

　サイベルは高らかに笑った。

「この芳ほう紀き十八歳の瑞みず々みずしさに、三十近い老人が挑ちよう戦せんしようというのがそもそも間ま違ちがいだったのです！」

「……老人ですって」

　アマラのこめかみの血管は、浮き出かけている。

「あれで十八……」

　サイベルの厚い化け粧しようを見て、そんなに長生きはしたくないものだと心しん底そこ思うピュティアだった。

　その時。

「……エズランか」

　黙だまっていたリックが、侍女の顔をじっと見つめながら口を開いた。

「以前、彼には会ったことがある。確たしか数年前に死んだはずだ。それも毒どく殺さつと聞いたが、私の思い違いか？」

「あの、……ええっと？」

　フロランドは女主人とリックの顔を見比べてオロオロした。

「ご、ご主人さま～」

「見苦しいですよ。落ち着きなさい、フロランド」

　助けを求めるような視線で自分を見つめる侍女をたしなめると、サイベルは冷ひややかな笑えみを口くち元もとに浮かべてリックの隣となりの椅い子すに腰こしを下おろし、長い足を組んだ。

「こんな田舎いなかでモスルの政せい情じように精せい通つうした人間に出会うとは思ってもみなかったわ。なかなか詳くわしいじゃない、あなた。只ただ者ものじゃないわね？」

　サイベルは後おくれ毛げに指をやった。

　口調が取とり澄すましたものから、ややくだけたものへと変わっている。

「サイベルという美しい名前には聞き覚えがあった。……血ち塗まみれの貴婦人という二つ名とともに」

　リックは言った。

「蛇じや神しんクネプに栄光あれ」

　サイベルは笑った。

「有名になったものね。……じゃあ、こちらも当ててみましょうか？　黒い髪かみに灰色の瞳ひとみ、それにこの剣」

　彼女の手がグリードの柄つかに触ふれる。

「二つ名は剣けん鬼き。……元国王陛へい下かと呼ばれるのはお嫌きらいかしら？」

「じゃ、じゃあ、このお方かたがあのフレオリックさんなんですか～！」

　すっとんきょうな声を上げたのはフロランドである。

「格かつ好こいい人だったんですね～！」

「ねえ、リック！　この女、知ってるの!?」

　サイベルとリックの間に強ごう引いんに身を割り込ませたのは、もちろんピュティア。

「噂うわさはな」

　リックは少女の襟えり首くびをつかんでヒョイと放ほうり出す。

「金貨二千五百のお尋たずね者もの。夫である宰相の毒殺と、モスル郊外にあった蛇神クネプの修道院で尼に僧そうたちを皆みな殺ごろしにした罪つみで手て配はいされている」

「半年ほど前に値上がりして、今じゃあんたと同じ金貨五千だぜ」

　ダル・ハーが口を挟はさんだ。

「大だい悪あく党とうって訳わけだ」

「違います！　ご主人さまは！」

「いいのよ。それよりも葡ぶ萄どう酒しゆを」

　フロランドが何か訴うつたえようとするのをサイベルは制し、厨ちゆう房ぼうに向かわせる。

「ここで会ったのも何かの縁かしらね？」

　サイベルはリックに向かって微ほほ笑えんだ。

「んな訳わけないよ」

　リックにほっぽり出されたピュティアがつぶやく。

「あなた、運命って信じる？」

　フロランドが赤い葡萄酒をなみなみと注いだ銅どうのゴブレットを持ってくると、サイベルはそれに唇くちびるをつけた。

「……いや」

　と、リックは答える。

「私もそう」

　サイベルは、自分が口をつけた位置がちょうどリックの方を向くようにして、ゴブレットを渡わたす。

「……」

　彼女の瞳を見つめたままリックはゴブレットを掲かかげ、そのまま一口、葡萄酒を含ふくんだ。

「ああーっ！」

　ピュティアは顔を真まっ赤かにした。

「よ、よ、よ、よ、よ、よ、よ、よ、よくも、よくも、あたしの目の前で平気でそういうことをーっ！」

　ピュティアはリックに飛びかかって引ひっ搔かこうとしたが、もちろんリックはこれをさっとかわした。

　食堂の床ゆかに、蛙かえるのように張りつくピュティア。

「ぐ、ぐれてやる～っ！」

「とっくにぐれているだろう？」

　見み下おろすリック。

「あたしとじゃ、絶対に嫌いやがるくせに～！」

　ピュティアは手足をバタバタさせて暴あばれた。

「可か愛わいらしい子ね」

　そんな少女を見て、サイベルはリックにウインクする。

「…………」

　リックは気づかぬ振ふりをしたが、ほんの少しだけ、表情を和なごませた。

　そんな時、

「あらあら、みなさん、お知り合いなんですねえ」

　と、のんびりした声で言ったのはメッサリーナである。

「……あなた、どなた？」

　サイベルは探さぐるような目つきで彼女を見た。

「申もうし遅おくれました、宰相夫人様」

　メッサリーナは丁てい寧ねいに頭を下げる。

「わたくしは、銀細工職人のメッサリーナと申します」

　あまりにも丁てい重ちような挨あい拶さつなので、一瞬、サイベルは彼女が本気で言っているのか馬ば鹿かにしているのか、判断に迷ったようだった。

　だがもちろん、メッサリーナは人を虚こ仮けにしているような素そ振ぶりは一いつ切さい見せない。

「なかなか礼れい儀ぎをわきまえた方ですこと。今後、贔ひい屓きにして上げてもよろしくてよ」

　結局、サイベルは高たか笑わらいして鷹おう揚ような様よう子すを示した。

「……おい、ところでここの主人、どこに消えやがった？」

　少しして、あたりを見回したダル・ハーが言った。

「とっくに逃にげたわ。うちのフロランドが、フレオリックさんなんですか～って大声を上げた時にね」

　サイベルが肩をすくめた。

「あいつ、役人でも呼んでくるかな？」

「どうかしら？　関かかわり合いになるのが恐こわくて、逃げただけかも知れないわ」

　リックが構かまってくれないので仕し方かたなく起き上がったピュティアと、アマラが目め配くばせする。

「わ、わたし、とってもマズいことを口くち走ばしってしまったんですね、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　フロランドは、オロオロしながらリックに謝あやまった。

　だが、リック本人に動じる気け配はいはない。

「気にするほどのことではない」

　彼はそう言うと、平然と黒馬に積んだ荷を取りに裏口に向かった。

「フレオリックさま～、優しいんですね」

　フロランドは目を潤うるませる。

「ほんとに、わたしって駄だ目めな子です～。口は軽いし、頭は悪いし～」

「まあ、いいじゃねえか」

　ダル・ハーは、少女の肩かたをポンと叩たたいた。

「これで宿代が浮いたと思おもやあいいんだ」

　この時、

「……そうですか、あの方かたがあのフレオリックさんだったんですか」

　と、感心するようにうなずいたのはメッサリーナだった。

「わたくし、有名な方と旅をしてきたんですねえ」

　どうやら、彼女はようやくこの名に思い当たったらしい。

（本当にのんびりした人。……やっぱり、気のせいだったんだね。この人がリニエールを狙ねらう訳わけないや）

　ピュティアは、やれやれというように頭を振った。

「さてと、問題は夕食ね」

　リックが裏から戻ってくると、サイベルが重要な問題点を指し摘てきした。

「きっと、あの男、夕食の準備しないで逃げたわ」

「そ、それももしかして、わたしのせいですか～？」

「そうよ」

　サイベルはフロランドに対して、容よう赦しやがなかった。

「え～ん、ご主人さまの意い地じ悪わる～！」

「……そういえば、もうそんな時間ですのね」

　窓から差し込む赤い日差しに目をやったメッサリーナが立ち上がった。

「わたくし、これからちょっと、昔の師し匠しようのところを訪ねますので、夕食は心配しないでください」

「遅くなるなら気をつけなさい」

　サイベルが保護者のような顔をして言う。

「はい」

　メッサリーナはクスリと笑って出ていった。

「んじゃあ、残りは六人前か」

　メッサリーナの姿が消えると、ピュティアが椅子から腰を上げた。

「しょうがないから、厨ちゆう房ぼうを漁あさって何か作っちゃおうよ。多分、サイベルやアマラには料理の腕うでを期待できそうにないから……」

　彼女はフロランドの腕を取る。

「ほら、手て伝つだいなさいよ！」

「は、はい！」

　フロランドは引きずられるようにしてピュティアについてゆく。

「わたしもやるわ。あなたたちだけじゃ心配だもの」

　アマラも厨房に向かおうとした。

「やめて」

　厨房からピュティアの緊きん張ちようした声。

「なあに、その言い方？　わたしだって、料理ぐらいしたことあるのよ……二、三度は」

　その二、三度で、『ティーズの驚きよう異いの一座』のカミロやセイルが食中毒を起こしたことについては、彼女は敢あえて語らなかった。

「お願い、やめて～」

　ピュティアの悲鳴が響ひびき渡わたる。

「絶対にやる！」

　アマラはどんどん厨房に踏ふみ込んでいった。

　食堂に残ったのは、リックとダル・ハー、そしてサイベルの三人である。

「ところで、おめえ、何か気づかなかったか？」

　ピュティアたちが厨房でバタバタと動き始めると、ダル・ハーが珍めずらしく、真しん剣けんな顔をして尋たずねた。

「ああ。この街には違い和わ感かんがある」

　リックは答えた。

「私もそれは感じていたわ。馬車でこの街に乗り込んできた時から」

　サイベルも同意する。

「私、ユガの戦争の噂うわさを聞いて、今のうちに銀細工を大量に仕し入いれておけば、ユガ以北の街で高く売れると思ったの。それで、この街にやってきたんだけど……」

「まず、一つ目。やたらとどいつも愛あい想そがいい。二つ目。ガキ、ジジイ、ババアの姿が見えねえ」

　ダル・ハーは、リックも気がついていたおかしな点を数え上げた。

「三つ目」

　リックが引ひき継つぐ。

「宿の主人から通りがかりの男まで、全員が何らかの武ぶ器きの使い手だ」

「指ね」

　サイベルが指し摘てきすると、リックはうなずいた。

「ここの主人でさえ、剣を長年修しゆ業ぎようしてできるタコが指にあった」

「それに、もう一つあったわ」

　サイベルが付つけ足たす。

「昨日、今日と銀細工師の工こう房ぼうをいくつか回ったんだけど、どこも親おや方かたの職人は留る守す。弟で子しを名乗る人たちはいたけれど、実際の作業現場は見せてもらえなかった」

「……こいつぁ、ヤバいかも知れねえな」

　ダル・ハーがボリボリと髭ひげを搔かいた。

「……アマラは？　何か言っていなかったか？」

　ふと、リックは尋ねた。

「あの人ねえ……」

　サイベルは口ごもった。

　厨房の方から、ピュティアたちとじゃれるアマラの笑い声が響ひびいてくる。

「何かに気づいた様子は見せなかったけれど」

「ダル・ハーでさえ、異常を感じているというのに……、妙みようだな」

「どうせ、俺は何度狙ねらっても、おめえを仕し留とめられねえ間ま抜ぬけだよ。仰おおせの通り、この目は節ふし穴あなだあな」

　不ふ貞て腐くされるダル・ハー。

「……けどよ、確かにあの女、このところ変だぜ」

「そうね、何だか異常にはしゃいでいる感じ。そもそも、あの悟さとった顔の女が私の賭かけに乗ったあたりから、おかしいと言えばおかしかったかもね」

　サイベルは厨房の方を振り返る。

「……ちょっと、ピュティア、それ、貸しなさいよ！」

　またも、アマラの笑い声が聞こえる。

「ともかく、気を抜くな。アマラが使いものにならないなら、尚なお更さらのことだ」

　リックは改めて注意を喚かん起きした。

「おうよ。俺だって、てめえの命は惜おしいからな」

「私だって、つまらない揉もめ事ごとに巻まき込まれるのはゴメンですからね」

　二人は答えた。




　　　　＊　＊　＊




　その頃ころ……。

　キムリとラズヴィルは〝鉄てつ鎚ついの錆さび〟亭ていからある一いつ軒けんの家の地下へと移動していた。

　二人とも、護ご身しん用ようの武器を身につけ、既すでに商人とその娘といった姿ではない。

「ここに？」

　湿しめった階段を下くだって、扉の前に立ったキムリが問いかける。

「もうすでに来ているはずです」

　ラズヴィルはうなずき、扉を開いた。

　薄うす暗ぐらいその一室の内部には、燭しよく台だいが置かれた大きな机が一つと、椅い子すが数すう脚きやく。

　その椅子に腰を下ろして静かに待っていたのは、二人の男だった。

　あと一人、部屋の隅すみに立つ黒い影が一つ。

　座すわっている男のうち、正面の男は、まだ青年といっていいくらいに若い。

　もう一人は、四十代。自信に満ちた笑顔を絶やさないところを見ると、成功した商売人のようだ。

「あなたが〝日ひ陰かげ〟のタイタスの代理人ですか？」

　正面の男が立ち上がった。

「人に聞く前に、まず自分から名な乗のりな」

　キムリはぶっきらぼうに言い、男を観察した。

　鍛きたえ上げたとは言わないまでも、健康そうな身体からだつき。目には輝かがやきがあるが、狂きよう信しん的てきなものではない。

「す、すいません。僕ぼくはゲイルといいます」

　男は顔を赤らめた。

「……で、あんたがミシュハバード反乱軍の代表？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうにキムリは聞いた。

「いえ、代表という訳では……。僕は正当なミシュハバード太たい主しゆ家の後こう継けい者しやであられるニン王女の命めいを受けて交こう渉しようにやってきた、いわば……」

　キムリはイライラして途と中ちゆうでゲイルを遮さえぎった。

「要ようするにあんたがそっちの窓まど口ぐちなんだろ？　それでいいよ」

「……はあ」

「で、そっちのあんたは？」

　キムリはもう一人の男に顔を向ける。こちらの方は、予定にない面会者だ。

「失礼しました、キムリさん」

　男は立ち上がって一礼する。

「私はラスメク、武器商人です。私もゲイル殿と交渉の途中でして」

「関係ない人間が、こっちの交渉に関かかわってくるのは気に入らないね」

「か、関係はなくはないです」

　ゲイルは主張した。

「実じつはあなたから雇やとう傭よう兵へいたちには、我々の訓練もお願いするつもりなんです」

「その連中に武器を提供するのが私の役目でして」

　ラスメクは笑った。

「……話、まとめようか？」

　キムリは席に着いた。

「順を追って説明します」

　ゲイルはひとつ大きく息をついて、心を落ち着けてから始めた。

「四年ほど前のことになります。私たちの住むエレネイ南方の街、ミシュハバードは、巨きよ大だいな岩の落下とともに現われた三神官と名乗る者たちに、一夜のうちに支配されました。太主家の人々は降ふってきた大岩の下した敷じきとなり、ニン様をのぞく全員が命を落とされたのです。三神官は翌日から、恐きよう怖ふで街を支配しました。これに異いを唱となえる者はことごとく捕とらえられ、残ざん酷こくなやり方で殺されました。そして、私の父や兄も、その人々の中に……」

「そうかい」

　気のない返事。この手のよく耳にする話に心を動かされるには、キムリはあまりにも世間を知り過ぎていた。

「三神官の統治に不満を持つ者は、みな、地下に潜もぐりました。しかし、多くの仲間が狩かり立てられ、我々とは関係のない人間までもが、ほんのわずかな疑いを抱いだかれただけで処しよ刑けいされたのです」

　ゲイルは続けた。

「この四年間で三神官とその手て下したに殺された者たちの数は千人を超こすでしょう。ですが、今やっと、人員も資金も、一いち大だい攻こう勢せいに出るのに何とか足りる程てい度どには集まりました。お願いです、我々に力を貸してください！」

「……さてと、どうするかね」

　キムリは口元に指を持ってゆき、熟じゆつ考こうする振りをした。

　この反乱が成功する可能性は低い、と彼女は見ていた。

　それはまた、〝日陰〟のタイタスの予測でもあった。ミシュハバードの三神官については、タイタスはゲイルの言葉とは別の情報を仕入れていたのだ。

　しかし……。

　どちらが正しいとか、勝ち目があるか、ということは、キムリが傭よう兵へいの派は遣けんを決定する指し針しんとはならなかった。

　要は、利益が上がるか否いなかだ。たとえ負け戦いくさでも、傭兵一人あたりの報ほう酬しゆうが大きければ、タイタスの組織に入る手数料は増ふえる。

「……で、いくら出せるんだい、総額で」

　飾かざらずにキムリは尋ねた。

「前金として一万。成功すれば、さらに五千。ザモーラの流通金貨立てで」

　答えたゲイルの表情から、彼らにとってこれが駆け引きなしのギリギリの額であることが分かる。

「傭兵の質にもよるけどさ」

　キムリは落らく胆たんを隠かくさなかった。

「一か月の仕事として、七、八十人がいいとこだね。人に戦い方を教えられるような一流を呼ぶんならその三分の一、期間が長引けば、もっと減らさないと駄だ目めだろうね」

「……たったそれだけ」

「妥だ当とうな数字ですよ」

　愕がく然ぜんとするゲイルにそう告げたのはラスメクだった。

「私に注文した武器の数からして、反乱軍の総勢は二百というところでしょう。対する三神官の配下は何人ですかな？」

「……数では確かに劣おとるが」

　ゲイルはそう言ったっきり、先を続けられなかった。

　その時。

　ノックの音がしたかと思うと、返事を待たずに扉が開かれた。

「ラスメク」

　ずかずかと入ってきたのは、〝折れたツルハシ〟亭の主人である。

　だがその顔は、先さきほど宿屋でピュティアたちに見せた人の好よさとは、全く違った表情をたたえていた。

　精せい悍かん、と呼ぶに相応ふさわしい、老練な戦士の表情だ。

　彼は身を屈かがめ、ラスメクの耳に何なに事ごとかささやいた。

「失礼」

　ラスメクはキムリたちに詫わびると、宿屋の主人の言葉に耳を傾かたむける。

「……フレオリック？　それは面おも白しろい」

　話を聞き終わったラスメクは、ニヤリと笑った。

「フレオリック？」

　キムリは聞きとがめ、眉まゆをひそめる。

　傭よう兵へいの他に賞しよう金きん稼かせぎも束たばねるタイタスの娘として、その名は耳に馴な染じんだものだった。

「ほう、知らなかったのですか？」

　ラスメクは意外そうな顔をキムリに向けた。

「あなたがここまで一いつ緒しよに旅をしてきた男、彼がヤーバシアのフレオリックだったんですよ」

「何ですって？」

　動揺するラズヴィル。

「……あの男には、何も話していないよ。ここまでの護ご衛えいとして雇やとっただけさ」

　ややあって、キムリは言った。

「それより商売の話だろ、ゲイル？」

「そ、そうですね」

　ゲイルがうなずくと、少女は続けた。

「あんたがさっき提示した額の三倍、出してくれるんなら、ミシュハバードの三神官に対たい抗こうできる兵力を貸すけど、どうだい？」

「私の一いち存ぞんでは……」

　ゲイルは口ごもった。

　一万五千という額でさえ、ミシュハバード反乱勢力にとっては大金だった。

「なら、この話はなかったことにしようよ。こっちも、傭兵を無む駄だ死じにさせたくないからね。中ちゆう途と半はん端ぱな契けい約やくはできないよ。……行こうか？」

　キムリは、横に立つラズヴィルを見上げた。

「待ってください！」

　ゲイルは慌あわてて声をかける。

「分かりました、前金で一万五千。成功のあかつきに残りはきっと……」

「……さてと」

　キムリは髪かみを搔かき上げた。

「あんたを信用していいものかねえ」

「今回の蜂ほう起きが最後の希望なんです！」

　ゲイルは必死だった。

「失敗は許されません！　この瞬間にも、名を秘ひされた神への生いけ贄にえとして、罪なき娘たちが命を奪うばわれているんです！　この命に代えても金は用意します！」

「しょうがないね」

　キムリはやれやれと頭を振る。

　結局は、彼女も商売に徹てつしきれる非情な人間ではないのだ。

「……で、いつまでに頭あたま数かずを揃そろえりゃいいんだい？」

「あ、ありがとうございます！」

　ゲイルは、年下の娘に平へい伏ふくせんばかりだった。

「よ、よしな！　あたい、そういうのは大だいっ嫌きらいなんだ！」

　キムリは照てれ臭くさそうに、すがりつく彼の手を振り払った。

　そんな少女を見て、

「……やはり、引き受けるのですな」

　と、悲しそうに頭を振ったのはラスメクだった。

「ああ」

　キムリは彼を振り返った。

「残念ですよ、実じつにね」

「……あんた、何を言ってるんだい？」

「いや、あなたのような可か愛わいらしい娘さんの死を見るのは、私の望むところではない、ということです」

　ラスメクは、パチンと指を鳴らした。

「……！」

　キムリが椅子を蹴けって、鎧通しミゼリコルドをベルトから抜き、ラズヴィルが腰こしの剣に手を伸のばした。

　それとほぼ同時に、扉が打ち破られるように開かれて、十人近い武装した男たちが部屋に乱入する。

　さらに、〝折れたツルハシ〟亭ていの主人が電でん光こう石せつ火か、背せ中なかの大たい剣けんを抜ぬき放はなって、キムリのミゼリコルドとラズヴィルの剣を弾はじき跳とばした。

「動くな」

〝折れたツルハシ〟亭の主人は言った。

「こちらはスウォートパイクス」

　ラスメクは彼を目で示した。

「まあ、平たく言えば私の用よう心じん棒ぼうです」

　スウォートパイクスは一礼し、剣を鞘さやに収おさめる。

「……なるほど。あんた、敵方に乗り換えたんだ？」

「き、貴き様さま！　裏切ったな！」

「本当に、惜おしいことです」

　ラスメクは自分をにらみつけるキムリとゲイルを見て笑った。

　剣や短剣を手にした男たちが、少女たちの喉のど元もとにその切きっ先さきを突つきつける。

「さようなら、可愛いお嬢じようさん、それに間ま抜ぬけな反乱者」

　ラスメクは男たちに合あい図ずした。

　と、その時。

「待ちなさい」

　どこからともなく、若々しい男の声がした。

「……ハイン様」

　ラスメクは畏い怖ふのこもったつぶやきを洩もらすと、慌あわててキムリたちの喉を搔かき切ろうとしていた男たちを制した。

「……」

　スウォートパイクスが片かた眉まゆを歪ゆがめて、何もない壁かベの方に目をやる。

　キムリはその視線を追った。

　すると……。

　その壁から染しみ出るように、一人の男がゆっくりと出現した。

　漆しつ黒こくのローブをまとったその若い男は、キムリたちの前に立つと、そのフードを取って顔をさらした。

　くすんだ金きん髪ぱつに、水色の瞳ひとみ。まだあどけなさの残るその表情は、十代のものに見える。

「早まることはないでしょう、ラスメク」

　彼は武器商人に言った。

「はあ」

「ハイン、あんたが……」

　ローブ姿の男の正しよう体たいを認めると、ゲイルは唸うなり、よろよろと後あと退ずさった。

「知った顔のようだね？」

　その身体からだを支えてやりながら、キムリはささやく。

「ミ、ミシュハバードの三神官の一人、ハインです」

　ゲイルは鷹たかを前にした雲雀ひばりの雛ひなのように震ふるえた。

「……ああ、もうおしまいだ」

「情けないこと言うんじゃないよ！」

　キムリは叱しつ咤たし、それからハインを振り返った。

「遥はる々ばると、とんだご足そく労ろうだね、ハインさん」

「無む駄だ足あしにはしたくないものです」

　彼は微ほほ笑えんだ。

「……座すわりませんか？」

　キムリは黙だまったまま、倒たおれた椅子を起こして腰を下ろす。

「さて、私の提案はこうです」

　剣を持った男たちを部屋から下がらせると、ハインは切り出した。

「お嬢さん、あなたにはこの一件から手を引いてもらいたい。そうすれば、命の保証はしましょう。もちろん、あなただけではなく、そっちのラズヴィルさんも、ゲイル君でさえ、この街を無ぶ事じに出ることを許しましょう。さらに、契約をご破は算さんにしてしまったお詫わびとして、金貨五万を進呈します。いかがです？」

「随ずい分ぶんと寛かん大だいだねえ」

　ハインの申し出は、反乱軍の提示を上うわ回まわった。フレオリック級のお尋ね者、十人分の賞金に匹ひつ敵てきする額だ。

　金銭的には魅み力りよく的てきな提案だが……。

「いけませんか？」

　慎しん重ちようなキムリに、ハインは尋ねた。

「ミシュハバード太たい主しゆ家のほぼ全員を殺し、街を恐きよう怖ふで支配している神官さんとは思えないよね」

　少女は皮ひ肉にくを返す。

「たとえ歴史に大量殺さつ戮りく者しやと非難されようと、わたしたちにはやらねばならないことがあります」

　ハインは端たん正せいなその顔をキムリに近づけた。

「この宇宙すべてを消し去るか、人類の一万分の一の命を差し出すか、と問われたらあなたならどちらを選びます？」

「……あんたの言っていることは分からないよ」

　キムリは頰ほおが火ほ照てるのを感じながら、頭を振ふった。

「そうでしょうね」

　ハインはふっと淋さびしそうに笑った。

「でも、これだけは言っておきましょう。ユガとアシュクトルの戦争や、至し神しん智ち教きよう団だんとザモーラの覇は権けん争いなどは、人間やエレネイ、いえ、宇宙にとっては些さ細さいなことに過ぎません。あなたたちの目には見えないところでは、もっと大きなことが進行していて、我われら三神官はその中心にいるのです」

「あんた、頭おかしいんじゃない？」

「キムリ様、あまり相手を刺し激げきしない方が……」

　と、ラズヴィルが腕うでを引っ張る。

「よしな」

　キムリはその手を振り払はらった。

「私の提案を受け入れるのですか？　それとも……」

　ハインは再び尋たずねた。

「……」

　キムリは周囲に目をやった。

　そわそわと落ち着かないラズヴィル。

　訴うつたえるような目でこちらを見つめるゲイル。

　何なに事ごとにも無関心そうなスウォートパイクスに、ハインの提案が自分にどんな利益をもたらすか心のうちで斟しん酌しやくするラスメク。

　そして、気を抜くとふと見み入いってしまう、魅力的な青年、ハイン。

「あたいの答えは……」

　キムリは唇くちびるを舐なめた。

「答えは？」

　促うながすハイン。

「……お断ことわりだね」

　これを聞いて、ハインは予想通りというようにうなずいた。

「理由を聞かせてもらえますか？」

「あんたのその瞳さ」

　キムリは彼の水色の目を指さした。

「あんたの瞳って、全然邪じや気きがないんだよね。自分のやってること、完全に正しいと信じ切ってる目だよ。あたいはそういう目をした奴やつで、本当に正しかった人間にお目にかかったことがない。そういう目をした奴は信用しない」

「……本当に、残念です」

　ハインはラスメクに目め配くばせした。

　しかし……。

　ラスメクとスウォートパイクスが行動に出るより一いつ瞬しゅん早く、キムリは机の上の燭しよく台だいを払い落として踏ふみつけた。

　燈ひが消え、部屋は真まっ暗くらになる。

「裏切り者！」

　ゲイルの声が響ひびく。

「キムリ様、こっちです！」

　と、ラズヴィル。

「くそっ！　小こ娘むすめ！」

　ラスメクが怒ど鳴なった。

「スウォートパイクス！」

　ギュン！

　ザクッ！

　鋼こう鉄てつの刃やいばが風を切る音に続いて、肉を裂さく鈍にぶい音。

「ううっ」

　誰かの呻うめき声が上がる。

「こっち！」

　キムリはその呻き声の主ぬしの襟えり首くびを手て探さぐりでつかむと、抱だき寄せて扉の方に這はうようにして進んだ。

「ラスメク、慌あわてることはありませんよ」

　ハインの声。

「どうせ、この街からは逃げられませんから」

　その嘲あざ笑わらうような調子に、キムリは歯を食いしばりながら逃げる。

　階段を上のぼるのにかかる時間が、永えい劫ごうのように感じられる。

　ラズヴィルだろうか、ゲイルだろうか？　肩かたに抱かかえた男が鉛なまりのように重い。

　怪け我が人にんを捨てて自分だけ逃げたい本能にも似た感情を、少女は必死で抑おさえ、階段を駆かけ上る。

「……！」

　一階に出たキムリは、窓からの月明かりに照らし出されたあたりを見て驚おどろきの声を上げそうになった。

　さっき乱入してきた武ぶ装そうした男たちが、全員、床ゆかに倒たおれていた。

　命があるのかどうかを確認している暇ひまはない。

（まだ運はある！　あの人たちのところに行ければ！）

　キムリは男を背にし、夜の街へと飛び出していった。







　第二章　ハイン







「あらあら、みなさん楽しそうですね。わたくしもご一いつ緒しよさせていただいていいですか？」

　メッサリーナが師し匠しようのもとから早めに帰ってきて、手て伝つだいに加わってから、ようやく料理は進行し始めた。

　それまでは、いたずらにアマラとピュティアがあたりを引ひっ搔かき回しただけ。

　メッサリーナが現われなければ、明あ日すの朝になってもマトモな料理はひとつもできなかっただろう。

「はい、じゃあ、お嬢じようさんはこちら。お二人はこっちね」

　メッサリーナはテキパキと指示を出しながら仔こ羊ひつじの腿もも肉にくをさばき、フロランドは小麦粉と水をこねてパンを焼く準備をした。

　ピュティアとアマラは、スープの担たん当とうだ。

「アマラ、あんたこのところ『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』に全然帰ってないんじゃないの？」

　大おお鍋なべでグツグツと湯を沸わかしていたピュティアが、とんでもない量の塩を投げ込みながら言った。

「そんなことないわよ」

　干ひ涸からびかけた人にん参じんをナイフで形容しがたい形に切りながら、銀ぎん髪ぱつの女おんな占うらない師は答えた。

「……何か、居い辛づらい事情があったりして」

　ゴトッ！

　アマラは人参を取り落とした。

「……図ず星ぼしのようですね」

　小麦粉で顔を真っ白にしたフロランドが、それを見てつぶやく。

「セイルにでも嫌きらわれたとかね」

　ニヤニヤしてピュティアは続けた。

「セイル？」

　フロランドが首を傾かしげる。

「アマラが片かた思おもいしてる、金髪で格かつ好こいい一座の俳はい優ゆうさん」

「……ピュティア、いい加か減げんにしないと、わたしだって怒おこるわよ」

　アマラがにらんだ。

　だが、

「片思いなんですか？」

　と、フロランドは興きよう味み津しん々しんだ。

「だと思う」

　ピュティアはこれ見よがしに、ひそひそとフロランドにささやく。

　普ふ段だん、やり込められているお返しのつもりなのだ。

「もう一人、アリシアって女の子がいてさ、こっちもセイルにぞっこん……あれ？」

　アマラが怒ど鳴なって突つっ掛かかってくることを予想したピュティアだが、意外なことに、アマラは近くの椅い子すに腰こしを下おろして顔を覆おおってしまった。

「……あらら？」

「泣いちゃったんですか？」

　狼ろう狽ばいする二人。

「どうしたのさ、いつものあんたらしくないじゃない？」

　アマラは、肩かたに触ふれようとしたピュティアの手を邪じや険けんに振ふり払はらった。

「……アマラ？」

　ピュティアがもう一度、そっと尋たずねかけたその時。

　バタンッ！

　裏うら口ぐちの扉とびらが開いて、血ち塗まみれの男を背せ負おった少女が飛び込んできた。

「リニエール!?」

　ピュティアが眉まゆをひそめて彼女を見る。

「ピュティア、手を貸して！」

　入ってきたキムリは、厨ちゆう房ぼうの調理台の上のものを払い除のけ、男を寝ねかした。

　おびただしい量の出血に、顔面を蒼そう白はくにした男はゲイルだった。スウォートパイクスの一いち撃げきにより、腹部がザックリと深く裂さかれている。

「……裏切られた。……みんなが……待っているのに……ニン様に……申もうし訳わけが……」

　ゲイルは譫うわ言ごとのようにつぶやく。

「死なないでよ」

　キムリは嘔おう吐とを堪こらえながら、はみ出しかけた内ない臓ぞうを押おし込もうとする。

「ここはあんたの死に場所じゃないはずだよ。こんなところで死んだら、あんた、悔くやんでも悔やみきれないだろ？」

「キムリ……さん？　お願いです……ニン様を……ミシュハバードを！」
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　ゲイルは手を伸のばしてキムリの腕うでをギュッとつかんだ。

「分かった。……分かったから」

　キムリはその手をそっと外はずし、安心させるように急速に血の気けを失いつつある頰ほおを撫なでた。

「……この人、誰だれ？　あんたの親おや父じさんは？」

　ピュティアが血止め用の白い布を差し出しながら問とい質ただす。

「……ちょっと、説明が難むずかしいんだ」

　キムリは布で傷きず口ぐちを押さえながら、言葉を濁にごした。

　ピュティアたちにはまだ、リニエールという偽ぎ名めいを使ったままだったのだ。詳くわしい事情を説明するには時間がかかる。

　そこに、

「やはり、ここでしたか！」

　と、遅おくれてラズヴィルが入ってきた。

「血の跡あとをたどってきたのですが」

「無ぶ事じだったのかい？」

　キムリはほっとした顔を見せる。

「はい、キムリ様は？」

「あたいは平気だけど」

　少女は目でゲイルを示した。

「ち、ちょっと！　どうなってんのさ？」

　ピュティアが二人の話に割り込む。

「キムリって誰のことさ？」

「……キムリ。そうよ、あなた、キムリだわ」

　さっきから爪つめを嚙かみながら、何か思い出そうとしていたアマラが言った。

「タンヘルで会ったの覚えてる。確か、タイタスの娘よね？」

「……」

　キムリの方も、アマラを思い出したようだった。

「あらあら、みなさんお知り合いですか？　本当、世せ間けんは狭いですねえ」

　メッサリーナが、両手を胸の前で合わせて目を細める。

「……場ば違ちがいな感想ですよ、それって多分」

　フロランドがため息をついた。

　その時……。

「一いつ体たいどうしたんでえ？」

「うるさいですわよ、あなたがたは静かに料理も……」

　ダル・ハーとサイベルが、騒さわぎを聞きつけてやってきた。

「何ですの、この惨さん状じようは？」

　鮮せん血けつの匂においに、サイベルは顔をしかめた。

「……食欲がなくなるじゃない」

「ご主人さま～、またそういう言い方を」

　フロランドが頭を抱かかえる。

　一方、ダル・ハーはキムリを見るとポンと手を叩たたいた。

「おめえ、タイタスんとこの娘じゃねえか？」

　タイタスは賞金稼ぎの元もと締じめ。その娘の顔を、彼が忘れる訳わけがない。

「リニエール！」

　ピュティアがキムリの肩をつかんだ。

「あんた一体誰？　今、ここで何が起こってるのさ？」

「……ゴメンよ、ピュティア。あたい、リニエールじゃないんだ」

　キムリは順を追って事情を説明した。




「……あんたはあたしたちを騙だましたんだ！」

　キムリが話し終わると、ピュティアは彼女をドンッと突つき放はなした。

「信じていたあたしたちを！」

（あたし、なんて馬ば鹿かな勘かん違ちがいをしてたんだろ！　怪あやしかったのはメッサリーナさんの方じゃなくって、このリニエールだったんじゃないか！）

　ピュティアは半なかば、自分の愚おろかさに腹を立てていた。

「本当に悪かったよ。……でも、あたいだって、あんたたちを信じていいのかどうか分からなかったんだ」

　キムリは額ひたいに手を当て、沈しずんだ声で言った。

　その間に、サイベルが追おっ手てへの対たい策さくを打っていた。

「……フロランド、ダル・ハー、裏口と表を固めなさい。……怪け我が人にんはどう？」

　彼女は、ゲイルの手当てにかかっていたアマラを振り返った。

「薬がないんじゃ、手のうちようがないわ」

　両手を真まっ赤かに染そめながら止し血けつを試みていたアマラは、苛いら立だたしげに返した。

　どうやら先さきほどの落ち込みからは、立ち直ったようだ。

「……おい、ところで、フレオリックの野や郎ろうは？」

　裏口の扉に調理台を立て掛けながら、ダル・ハーがキョロキョロと周囲を見み渡わたす。

「こっちで～す！」

　食堂の方からフロランドの声。

「さすがです～。さっきから全然動どう揺ようしないで、ここに座すわっておられます～」

「少しは協力しようかって気もないようね、あの人は」

　サイベルは顔をしかめる。

「敵は何人ぐらいなの、キムリ？」

　アマラが、ゲイルの傷から顔を上げて尋ねる。

「分からない。でも、ハインの奴やつ、この街からは逃げられないって言ってたから……」

「かなりの数を揃そろえている訳ね」

「……私とピュティアは表の方に回るわ。こっちは頼たのむわね、アマラ」

　サイベルがピュティアに合あい図ずした。

　今はキムリと引き離はなしておくべきだと考えたのだ。

「あんたのこと、許した訳じゃないからね」

　ピュティアはもう一度、キムリをにらみつけてからサイベルの後に続いた。




　食堂では、リックが平へい然ぜんと椅子に腰を下ろしたまま、入口の扉の前に椅子や机を積み上げるフロランドの作業を見み守まもっていた。

「……どう？」

　サイベルはリックに尋ねる。

「表には少なくとも二十人以上。裏にもほぼ同数が回った」

　彼は手て短みじかに答えた。外を駆かけ回る足音から判はん断だんしたものだが、これほどの数ともなると、リックといえども正確にはいかない。

「何とか相手にできない人数じゃないわね」

　サイベルはうなずきかけたが、突とつ然ぜん、フロランドに向かって怒ど鳴なった。

「下がりなさい！」

「え？」

　椅子を抱かかえていた少女は、怪け訝げんな顔をして振り返った。

「馬鹿！」

　サイベルの言葉にいち早く反はん応のうしたピュティアが、立ちすくむフロランドの手を取って部屋の奥おくにグイッと引き戻もどす。

　次の瞬しゆん間かん。

　ブーンッ！

　虫の羽は音おとのような音が響ひびき、〝折れたツルハシ〟亭の正面部分が、積み上げられた椅子や机とともに細こまかな破は片へんや粉となって消えた。

「うそ！」

　目を見張るフロランドとピュティア。

　ポッカリと開あいた空間に立っていたのは、ハインとラスメク、そしてスウォートパイクスだった。そして、その後ろにはリックの読み通り、二十人ほどの男女が、武器を手に立っている。昼間、道案内をした男や〝鉄てつ鎚ついの錆さび〟亭の主人も、その中にいた。

「……ほう、あなたがフレオリックさんですか？」

　ハインは黒こく衣いの剣けん士しを見ると、目を細めた。

「これはまた、意外なところで」

「貴き様さまがハインか」

　リックは立ち上がった。

「ダイモニオンから名は聞いている」

　ダイモニオンというのは、数か月前にタレントゥムという街で出会った巨きよ体たいの剣士。

　ともに妖よう剣けんアクーザルが復活させた死者と戦った仲だ。熱心にリックを自分の仲間にしようとしていた彼もまた、ミシュハバードの〝月げつ蝕しよく〟の神官の一人だった。

「こちらも、彼から聞いています。どうです、我われ々われのために働く気になりましたか？」

　ハインは尋ねる。

「ダイはあなたのことを買ってましてね。我々に是ぜ非ひとも必要な人材だ、と言うんです」

「大おお袈げ裟さなことだ」

　リックは肩をすくめる。

「話は変わりますが、ここに逃にげ込んだ可か愛わいいネズミさんを渡わたしてくれませんか？　あなたにとっては関係のない娘、庇かばい立だてする謂いわれはないと思いますが？」

　ハインはあくまでも友好的な口調だった。

　だが、その背後では、ラスメクが配下の者たちに視線で指示を出し、スウォートパイクスが音もなく位置を変えつつあった。

「そちらのお嬢じようさんはどうです？」

　ハインはサイベルの方も見る。

「あなたは物もの分わかりの良さそうな方かたですが？」

「ほほほ、お世せ辞じがお上じよう手ずね。……あら、失礼」

　サイベルは高たか笑わらいしながら前に出ると、つまずいた振ふりをして、転ころがっていた杯さかずきを蹴け飛とばし、その先にいたスウォートパイクスを牽けん制せいした。

「……」

　スウォートパイクスは鋭するどい視線で彼女をにらむ。

「あなたが留る守すの間に侍じ女じよたちが厨ちゆう房ぼうを荒あらしたけれど、悪わる気ぎはなくってよ」

　サイベルは、そ知らぬ顔で言った。

「茶ちや目めっ気けのある方かただ」

　ハインはクスリと笑い、それからリックたちの後ろに向かって呼びかけた。

「キムリさん！」

　この声に応じ、厨房からキムリが姿すがたを現わす。

　アマラも、それに続いたが、ハインの顔を見た途と端たん、凍こおりついたように足を止めた。

「逃げ切れないといったはずですよ」

　ハインは、妹に悪わるさをされた兄のような、困った顔をキムリに向ける。

「……そうだったね」

　少女は素そっ気けなく返す。

「さっきの答え、考え直す気にはなりませんか？」

　もう一度、ハインは尋ねた。

「しつこいよ、あんた」

　この答えにハインは肩をすくめると、武器商人の方を振り返った。

「じゃあ、今夜はいったん退ひきましょうか？」

「ハ、ハイン様？」

　部下を一いつ斉せいに飛びかからせる気でいたラスメクは、狼狽うろたえた。

「無む駄だな犠ぎ牲せいは出したくありません。フレオリックさんと、そちらの御婦人たちには、この場を去る機会を与あたえましょう。ただし、今夜のうちだけです。明日の夜明けには、こちらも本気でかかりますから」

　ハインはそう言うと、さっさとリックたちに背を向けて去っていった。

「ハイン様！」

　ラスメクたちは慌あわてて彼に続く。

「……」

　スウォートパイクスも、ひと呼吸おいてからハインに従った。




　　　　＊　＊　＊




「なぜ見み逃のがしたんです、ハイン様!!」

　早はや足あしのハインに歩調を合わせながら、ラスメクは尋ねた。

「逃げられはしませんよ、キムリは」

　ハインは実じつに楽しそうな顔をしていた。

「それより、今夜は実に面おも白しろい人に会えました」

「フレオリックですか？」

「ええ」

　彼はうなずいた。

　すると……。

「……悪い癖くせが出たようね、ハイン」

　近くで女の声。

　スウォートパイクスが油ゆ断だんなく、剣の柄つかに手を置く。

「やれやれ、アマリエ、来たんですか？」

　ハインは頭を振った。







[image: ]







「ご挨あい拶さつね」

　突とつ然ぜん、彼らの目前で旋せん風ぷうが起こった。

「うっ！」

　顔を覆おおうラスメクたち。

　すると、その渦うずの中心に、長い赤あか毛げを風に舞まわせながら、緋ひ色いろの衣い裳しようをまとった一人の女が姿を現わした。

　二は十た歳ちぐらいだろう。細ほそ身みで、輝かがやく紫むらさきの目を持った、悪戯いたずらっぽい笑えみをたたえた娘むすめだ。

「それで、どうするの？　あのフレオリックを？」

　娘はハインの腕うでに手を回すと、彼の顔を見上げて言った。

「試ためしてみるしかないでしょう、ダイモニオンが保証した通りの逸いつ材ざいかどうか」

「ふふ、楽しそうね」

「……ハイン様、この方かたは？」

「ああ、ラスメク」

　やっと気がついてハインは紹しよう介かいした。

「彼女はアマリエ。私たちの仲なか間まですよ。三神官と同等の地位にあると言っていいかも知れません」

「……三神官と同等」

　ラスメクの顔が蒼あおざめた。

「……」

　スウォートパイクスはようやく、柄つかから手を放す。

　そんな武器商人や用よう心じん棒ぼうを無視して、アマリエは続けた。

「ねえ、わたしも、実じつは手を打ったのよ」

「へえ」

「傭よう兵へい組織の元もと締じめの娘がフレオリックと旅をしてるって話を耳にしたから、ここに〝狩人かりゆうど〟を連れてきたの」

「考えたね」

　ハインはアマリエの髪かみを撫なでた。

「これでもっと面白くなるわよ」

「まあ、明日彼が引き上げてなければですがね」

「引き上げるなんて思っていないくせに」

　アマリエはラスメクたちの視線をはばからず、ハインの頰ほおにその濡ぬれた唇くちびるを触ふれさせた。

　いつの間まにか、白い霧きりが街を包み始めていた。




　　　　＊　＊　＊




「何のつもりだよ、ありゃあ？」

　ハインたちの姿が消えると、こそこそ陰かげに隠かくれていたダル・ハーが頭を出した。

「まあ、助かったぜ。後はトンズラこきゃあ……、んっ？　どうしたい、アマラ？」

　安あん堵どのため息をついた賞しよう金きん稼かせぎは、ふと、隣となりにたたずむ女おんな占うらない師しの顔をのぞき込むと、首を傾かしげた。

　ハインの姿を前にして以来、アマラは顔色を蒼そう白はくにして、ずっとその場に立ち尽つくしていたのだ。

「……セイル」

　彼女の唇くちびるは、よく知っている青年の名を発して、震ふるえた。

「アマラ、違ちがうって！」

　ピュティアがその肩かたを揺ゆする。

「確たしかによく似てたし、あたしも一瞬驚おどろいたけどさ、あいつの方がずっと背が高かったじゃないか！　それに、セイルだったらあんな人を小こ馬ば鹿かにしたような態度、絶対に取らないって！　もう、しっかりしなよ！」

「……ええ。そ、そうね」

　アマラは瞬まばたきをすると、ピュティアにうなずいて見せた。

「どうした？」

　リックはピュティアに尋ねる。

「うん。今のハインって奴やつさ、アマラの一座にいるセイルって俳はい優ゆうさんにそっくりだったんだよ」

　ピュティアはささやくように答えた。

「……セイル、か」

　リックも何度か、彼の姿を見かけたことを覚えている。

　自分と同じ、死の匂においのする若者……。

「おい、それより早く逃にげようぜ！　せっかく向こうさんが時間をくれたんだ。……おっと、元締めの娘さんには悪いがな」

　ダル・ハーがみんなを促うながした。

「あんたはそう言うだろうと思ったよ」

　キムリは怒おこりもせず、疲つかれた様よう子すで近くの椅い子すに腰こしを下おろす。

「いいさ。けど、ラズヴィルと、怪け我がをしてるゲイルは連つれてってやっておくれよ。……頼たのむからさ」

「ま、まあ、そのくらいならな」

　戸と惑まどいながらも、うなずくダル・ハー。

　だが……。

「ゲイルさんなら、無む理りです」

　この時ちょうど、メッサリーナとともに表に回ってきたラズヴィルが、キムリに向かって暗い顔で言った。

「……今、息を引き取りました」

「あまり、お苦しみにはならなかったと思います」

　メッサリーナが付け加え、目め頭がしらを押おさえる。

「キムリさんにでしょうか？　頼む、と一ひと言こと……」

「そう……」

　キムリはうつむき、膝ひざに置いたこぶしをギュッと握にぎった。

「私に去れなどと言わないでください、キムリ様」

　ラズヴィルは精せい一いつ杯ぱいの勇気を奮ふるい起こして訴うつたえた。

「この件をタイタス様のもとにお伝えした責任は私にあります。ここを今、出る訳わけにはまいりません」

「……ありがと、ラズヴィル」

　キムリは目を合わせようとはせず、つぶやくように言った。

　しかし……。

　少し置いて、サイベルが切り出した。

「……考えてみれば、私は関係ないわね」

　彼女は賞金稼ぎの方を振り返る。

「ダル・ハー、馬車の準備をしなさい。この街を出るわ」

「はいよ、奥おく方がた様！」

　ダル・ハーは嬉き々きとした表情で裏に出ていった。

「ご、ご主人さま～！」

「お黙だまり、フロランド！　私は初しよ対たい面めんの小こ娘むすめの手助けをするほど慈じ善ぜん家かじゃないの。それに、あのハインって男は危険よ。相手にしたくはないわ」

「……気にしなくていいよ。あんたの立場なら、あたいだってそう言うさ」

　キムリは床ゆかを見つめたまま、ふっと自じ嘲ちよう的てきな微び笑しようを口くち元もとに浮かべた。

　その時、

「……わたしは残るわ」

　と、宣せん言げんしたのはアマラだった。

　キムリはわずかに顔を上げる。

「どうして……？」

「あの男が誰なのか、確かめたいの……」

　アマラは答えた。

「それに……、いえ、何でもないわ」

「ねえ、本当におかしいよ、今のあんた」

　心配したピュティアが、膝をついてアマラの頰ほおに手をやる。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　アマラは力なく笑って、少女の手を退しりぞけた。

「こんなあんた、嫌いやだからね」

　そう言って立ち上がるピュティア。

　ふと振り返ったその視線と、キムリの視線がぶつかる。

「……」

　だが、すぐにキムリは目をそらした。

　あの路ろ地じ裏うらで助けてもらって以来ずっと、父親を訪たずねる不幸な娘の振ふりをして、騙だましていたのだ。そして、彼女自身、そうした演技を続けることを楽しんでもいた。

　見み捨すてられても文もん句くは言えない。

「さて、ピュティア。我々はどうする？」

　二人の間で気まずい沈ちん黙もくの時間が流れていたなかで、そう尋ねたのはリックだった。

「……うん。リック、あんたならどうする？」

　逆にピュティアは聞き返す。

　騙されていた怒いかりがまだ収おさまっていないピュティアは、自分で正しい判はん断だんが下くだせる自信がなかったのだ。

「仕事を選ぶのはお前、遂すい行こうするのは私。そういう分ぶん担たんではなかったかな、相あい棒ぼう」

　リックの灰色の目がほんの少し、優やさしい色を帯おびた。

　ピュティアはそれを見て、ハッとなる。

（リック、あたしが決めることを信じてくれるって言ってるんだ。……よしっ！）

　ピュティアは厳きびしい表情をキムリに向けた。

「もう、騙されないよ！」

　ピュティアは人差し指をキムリの鼻はな先さきに突つきつける。

「……えっ？」

　たじろぐキムリ。

「まだ、あんたからは護ご衛えい料、貰もらっていないんだからね！　十日間の日につ当とうと手数料！　耳を揃そろえて払はらってもらうまで、絶対に離はなれないんだから！」

　ピュティアはニッと白い歯を見せた。

「絶対にねっ！」

「……ピュティア！」

　キムリは言葉を詰つまらせて、ピュティアに抱だきついた。

　この光景に、フロランドは目を潤うるませて女主人を見上げる。

「素す敵てきですねえ～、ご主人さま？」

　だが、サイベルは、

「ふん。とんだ愁しゆう嘆たん場ばね」

　と、鼻を鳴らしただけだった。

「……そうなると、ここに残るのは、私とピュティア、アマラ、それからラズヴィル、キムリの五人だな」

　キムリがようやくピュティアから離れると、リックは言った。

　この人数で、ハインの手の者を打ち破やぶらねばならない。いや、アマラが当てにならない今、自分を除くこの全員を守らなくてはならないと考えた方がいいだろう。

「あの～」

　リックが打つべき手を思し案あんしていると、恐おそる恐るメッサリーナが手を挙げた。

「わたくしが、数に入れてもらっていないようなんですけど？」

「危険を承知で言っているのか？」

　リックは片かた眉まゆを上げて彼女を見る。

「みなさんとは、ここまで一いつ緒しよに旅をしてきた仲ですし、何となく別れがたくて……」

「って、あんたさあ」

　呆あきれ顔がおのピュティア。

「まあ、いい」

　リックはあっさりとこれを認めた。

「今のうちに休んでおくことだ。……アマラ、お前もだ」

「分かった。……と言いたいところだけど、料理の途と中ちゆうだったのよ。何か口に放ほうりこんでからにするわ」

　アマラはさっさとリックに背を向けて、厨ちゆう房ぼうに戻もどっていった。

「さてと、私は行くから。……じゃあね、フレオリック」

　サイベルは馬車に向かうため、別れを告つげた。

「らしくないわね。剣鬼と呼ばれた頃のあなたなら、きっとこんなことには首を突っ込まなかったはずよ」

「ただの気き紛まぐれだ」

　リックは肩をすくめる。

「そう？　生きていたら、また会いましょう。……フロランド！　あなたは早く荷物をまとめて馬車に運びなさい！　愚ぐ図ず愚図していると置いてきますよ！」

「……は～い、ご主人さま」

　フロランドは最大限の不服従を示すやる気のない返事をすると、二階に走っていった。




　　　　＊　＊　＊




　サイベルたち三人が消えると、ピュティアたちは有り合わせの物を口に運んでから、寝しん室しつに戻もどった。

　キムリとピュティア、メッサリーナが大部屋で、あとは各おの々おの個室を取った。

　そして……。

「……」

　自室で椅子に腰を下ろし、瞑めい想そうしていたフレオリックは、階下に向かう静かな足音を聴きき取り、立ち上がった。




　下りてきていたのは、アマラだった。アマラは厨房に入り、葡ぶ萄どう酒しゆ樽だるから杯さかずきで酒を汲くみ上げては、喉のどに流し込んでいた。

「何のつもりだ？」

　リックは杯を彼女の手からもぎ取った。

「……返して」

　アマラは袖そでで口くち元もとを拭ぬぐうと、手を伸のばした。

「眠ねむれないのよ、いいでしょ？」

　リックは杯を返した。

「自分の身は守れる程てい度どにしておけ」

「……ずるい男。叱しかってくれればいいのに。何があったんだって、聞いてくれても良さそうなものじゃない？」

「お前の問題は、お前にしか解決はできない」

「分かってる」

　アマラは床ゆかに座すわり込み、腰こしの皮かわ袋ぶくろから水すい晶しよう球を取り出して膝ひざの上にのせ、頰を寄せた。

「どうせ、わたしと一緒にいてくれるのはお前だけだものね」

「……」

　リックは彼女の隣となりに、同じように腰を下ろした。

「聞いてくれる気になったの？」

「いや」

　彼は頭を振る。

「だが、お前が話すのは自由だ」

「……本当に、ずるい男」

　アマラは水晶球に頭をもたれかからせたまま、リックの方を見て微ほほ笑えんだ。

「わたしね、見ちゃったの」

　リックは何も聞き返さない。

　アマラは続けた。

「セイルがね……、セイルって覚えてるわね？　あなたとわたしが、キスしてるところを見て、顔を真まっ赤かにして逃にげてった坊ぼうや」

　かすかにうなずくリック。

「……彼がね、……彼が舞ぶ台たいが終わってから一人になった時に、血を吐はいていたの。初めてじゃなかったみたい。すごい量。それで、私が慌あわてて駆かけ寄よったら、あの子、笑って言うのよ。みんなには秘密ですよって」

「肺はい病びようか？」

　アマラはかぶりを振った。

「あの子、魔ま道どう士しなの。あの子の使うマギの杖つえって、術じゆつ者しやの命を吸すい取って魔ま力りよくに換かえるのよ。……もう、あの子の命、半年、いえ、三み月つきも持たないわ」

「死は誰だれにでも訪おとずれる」

「違ちがうわ！　違うのよ！」

　アマラは自分の頭を水晶球に打ちつけた。

「あの子は命が燃え尽つきても、冥めい府ふの女王スヴァニルダのもとで安らかに眠ねむれる訳わけじゃないの！　あの子の魂たましいは深い海の底で、永遠に苦しみ続けなくてはならないのよ！」

「……どういうことだ？」

「海かい魔まとの契けい約やくよ。あの子、前に海魔と呼ばれる半はん神しんと契約を結んだの、死んだら命を捧ささげるって……。何のためにだか分かる？　自分たちを傷きずつけた敵の、それも、自分の欲望のために自みずから進んで命を売り渡した女の魂を奪うばわれないようによ！　本当に、馬鹿な子！　普ふ通つうに死ぬことさえできないのに、笑って……」

　アマラは碧あおい瞳ひとみから涙をあふれさせた。

「……わたしはとっくに〝一の神〟にすべてを捧げたつもりだったけど、やっぱり血肉を備そなえた女なのよ。そして、そのことを今ほど恨うらめしく思ったことはないわ」

「アマラ……」

「わたし、セイルが死ぬところを見たくない。あの子がだんだん衰おとろえて、死んでゆくのを見るのは嫌いやなの。だから、一いち座ざを離はなれたのよ。……もう、戻もどる気はないわ」

「あの青年の方は……お前にいて欲ほしいと望むのではないかな？」

　リックが静かな声で言うと、アマラは目を擦こすりながら肩かたを震ふるわせて笑った。

「あの子の心に、わたしの入り込む余よ地ちなんてないわよ。死んだ昔の恋こい人びとのことは絶対に忘れないだろうし、それに、今はそばにアリシアがいるもの」

「アリシア？」

「うちの……誰だっていいじゃない。……うっ！」

　アマラは口を押おさえた。

「自分の飲める限界ぐらい覚えておけ」
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「……やっぱり、もう寝ねるわ」

　言いたいことを吐はき出したら気まずくなったのか、アマラは立ち上がった。

「フレオリック、あなたの部屋を貸して」

「何な故ぜだ？」

「朝、わたしがあの部屋から出てきた時に、ピュティアがどんな顔するか楽しみだから」

「好きにしろ」

　リックは腰を下ろしたまま、アマラが覚おぼ束つかない足取りで階段を上ってゆくのを見送った。




　　　　＊　＊　＊




（あたし、やっぱり眠れないよ……）

　二階の大部屋では、寝しん台だいのなかでピュティアが落ち着きなく寝ね返がえりを打っていた。

　新あらたな疑ぎ惑わくが、少女の胸にわき起こっていたのだ。

（リニエール、じゃなくてキムリがハインたちの狙ねらいだとしたら、メッサリーナって、もしかして奴やつらの仲間かもしんないじゃない。そう考えるとさ、今までのことだって辻つじ褄つまが合うし……。そういえば、最初にキムリにからんでいたごろつきたち、あのうちの一人が、リックに斬きられた時にメッサリーナに向かって言ったよね。確たしか、やくっ……て。あれ、もしかすると約束が違ちがうって言おうとしたんじゃないかな？　きっとそうだよ！　グルだったんだ！　ああっ、でもこんなこと言ってもリック、信じてくれないだろうなあ！）

　隣となりではキムリが、小さな寝ね息いきを立てている。

（こいつは、いつもいつも平気な顔して眠ねむってさ。ほんっと、腹立つ！）

　ピュティアはガンッとキムリの足を蹴けった。

　キムリは、むにゃっと唸うなっただけで、全然、目を覚さましはしなかった。

　今夜もピュティアは眠れそうになかった。




　　　　＊　＊　＊




　同じ頃ころ……。

　馬車に揺られて、サイベルは夢を見ていた。

　また、あの時の夢だ。

　サイベルがまだ、子供の頃の名前、ポネットの名で呼ばれていた頃の夢……。




　その日、フロランドはポネットの用事で蛇じや神しんの修しゆう道どう院いんを離はなれていた。

　午後の祈いのりの時に、それは起こった。そして、真まっ先さきに気がついたのは姉妹スールレネだった。

「院長さま！　門が！」

　色とりどりの花が咲さき誇ほこる中庭で、ポネットと談笑していた修道院長のもとに、レネが駆かけ寄よってきた。

「何かが門を！」

　次の瞬しゆん間かん、分ぶ厚あつい鋼こう鉄てつの門が真まっ赤かに輝かがやき、爆ばく発はつした。

　ポネットは、爆発そのものは目にしていない。院長が彼女を地面に押おしつけ、その上に覆おおい被かぶさったからだ。

　ただ、ポネットの網もう膜まくにははっきりと残った。後頭部から背中、尻しりまでにかけての肉を爆ばく風ふうにえぐり取られ、炎ほのおに包まれながら宙を舞まうレネの姿が……。

　燃えて、宙を舞いながらレネは、自分に何が起きたのか理解しようと、首を動かそうとしていた。自分が死んだことさえ分からずに。

「起きて！　早く！」

　芝生の上にレネの身体が落ちて二度はねるのを、まるで夢のように眺ながめていたポネット。

　彼女を現実に引き戻もどしたのは院長だった。

　頭ず上じようを吹ふき抜ぬけた熱ねつ風ぷうがいったん引くと、院長は放心状態のポネットを起こした。

「こちらよ！」

　グイグイと院長に手を引っ張られ、ポネットは訳わけも分からずに走った。

　周囲のあちこちで響ひびきわたる爆音と断だん末まつ魔まの叫さけび……。

　平和だった蛇神の信しん仰こう者しやの園そので、阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景が展開していた。

「いやあああ！」

「……？」

　ひときわ甲かん高だかい悲鳴に、ポネットは振り返った。

　この時、ポネットは襲しゆう撃げき者しやの正しよう体たいを見た。

　自分と仲の好よかったケイトという名の修道女を、生きたままそのアゴでバリバリと嚙かみ砕くだき、吞のみ込もうとしていたのは、一匹の巨きよ大だいな火か竜りゆう。

　そして、その火竜の肩かたの部分に据すえられた鞍くらに乗っていたのは、驚おどろくほど冷つめたい瞳ひとみをした、長身の男だった。

「やめてーっ！」

　ポネットはこの時、初めて声を発した。

「……」

　燃え上がる紅ぐ蓮れんの炎を背景に、長い黒くろ髪かみをなびかせた男は、ポネットの存在を認めた。

　彼は竜の頭をそちらに向けさせると、血ち塗まみれの口をガッと開かせた。

　次の瞬間、炎がポネットと院長を包み込んだ。




「……私、生きて？」

　意識が戻った時、ポネットは修道院から渓けい谷こくひとつ隔へだてた丘おかの上にいた。

　北で上のぼる黒い煙けむりのもとにあるのが、おそらく修道院だ。

「……院長さま？」

　ポネットは隣に横たわる院長に気がつき、その身体からだを揺ゆすった。

「……ポネット、無ぶ事じでしたね」

　ややあって、院長は目蓋をうっすらと開く。

「私、どうして？」

「この指ゆび輪わが救ってくれたのです」

　院長は震ふるえる手を上げて、中なか指ゆびを示した。

　そこには七色の光を放つ透とう明めいな石が埋うめ込まれた、銀色の指輪が輝かがやいていた。

「これをお取りなさい」

「……はい？」

「私はもう、長くはありません」







[image: ]







　ポネットは、幼おさな子ごが嫌いや々いやをするように頭を振ふった。

「いいえ。これでもかなり、炎を浴びましたから。……本当に、身体の芯しんが燃え尽つきてしまったよう」

　院長が微ほほ笑えむと、ポネットは泣いた。

「……お聞き、姉妹スールポネット」

　ポネットはしゃくり上げながら、かすかにうなずく。

「あなた以外の姉妹はみな、命を落としました。このままでは、我わが蛇神クネプの修道院は途と絶だえてしまいます。ですから、これからあなたが後こう継けい者しやとなるのです。我が名サイベルを継ついで」

「そんな、無む理りです！」

「無理でも、やってもらうしかありません。これから私の言う通りにするのです」

　院長はポネットの腕うでをギュッと握にぎった。

「まず、その指輪を、魂エレドの指輪をあなたの指に」

　ポネットは言われた通りにした。

「次に、私の腰こしの短たん剣けんを……蛇へびの紋もん様ようの入った短剣を抜ぬき、それで私の喉のどを突つくのです」

　ポネットは我が耳を疑うたがった。

「それから、その短剣に……ついた血を、あなたの唇くちびるに……」

「できません！」

「何度、同じことを言わせるのです。私を失望させないで……最後の願いなのですよ」

「院長……さま」

「……さあ」

　ポネットは短剣を取り、震える手で握ると、大きく振りかぶった。

「あなたに蛇神クネプの祝しゆく福ふくを！」




「……っ！」

　ポネット、いや、サイベルは目め覚ざめた。

　身体からだ中にびっしょりと汗をかいて。

「また、あの夢……か」

　彼女は絹きぬのスカーフで額ひたいを拭ぬぐった。

「眠っていたんですか～？」

　御ぎよ者しや台だいからフロランドが声をかける。

「やっぱり、戻った方が」

「……うるさい子ね。黙だまらないとクビにするわよ」

「うう、なんて不幸な私」

「不幸なんて言葉、使うんじゃありません。そんなものはね、現在の不満足な境きよう遇ぐうを他のものの所せ為いにして、自分では何もしようとしない甘あまえた屑くずの使う言葉よ」

　サイベルはそう言うと、窓の外を見た。

　サイベルの馬車は六頭立て。内部は広く、快かい適てきだ。

　大きな窓から吹き込んでくる風も心ここ地ちよい。

　そんな窓からぼうっと後方に流れてゆく風景を見ていたサイベルは、ふと右手の山の中腹にある城しろ跡あとに目を留とめた。古いものだが、そう崩くずれてはいない。快適に過すごせる部へ屋やが、ひとつやふたつ残っているだろう。

「ダル・ハー！」

　彼女は御者台で手た綱づなを握る賞しよう金きん稼かせぎに声をかけた。

「ちょっと疲つかれたわ。あの城跡で今夜は休みましょう」

「ご、ご主人さま」

　と、異い議ぎを唱となえようとするフロランド。

「お黙だまり」

　サイベルは一ひと言ことでこれを制した。

「ダル・ハー、追おっ手てがかかっていないか注意して。あのハイン、そこまでやるとは思えないけど、注意のし過ぎということはないから」

「もうやってまさあ、へへへ」

　と、卑ひ屈くつなダル・ハー。

「よろしくてよ」

　サイベルは貴き婦ふ人じんの口く調ちように戻っていた。

「さあ、目指すのです！　あの城跡を！」




　実際に近づいてみると、城跡は居い心ごこ地ちの良い場所とは思えなかった。

「湿しつ気けはないわね」

　中に真まっ先さきに踏ふみ込んだサイベルは感想を述べた。

「なさ過ぎですよ、ゲホッ、ゲホッ！」

　フロランドは埃ほこりに咳せき込んだ。

「使えそうな部屋があるかどうか、見てきなさい」

　サイベルは容よう赦しやなく少女に命めいじる。

「は～い。ゴホンッ！」

　これ見よがしに大きな咳せきをしてから、フロランドは爪つま先さき立だちでそ～っと埃を立てないように階段の方に進む。

「ダル・ハーは馬を休ませてやりなさい」

　サイベルは賞金稼ぎにも命令してから、ふと顔をしかめた。

「……嫌いやな臭におい」

　彼女は階段を上のぼろうとしていた侍じ女じよを呼び止める。

「フロランド、待ちなさい」

「今度は何ですか～」

　忍にん耐たいの塊かたまりであるフロランドは、振ふり返って下りてきた。

「ねえ、あなた、何か臭わない？」

「……そう言えば」

「ですが、ここは廃はい城じようになってだいぶ経たつんじゃありませんか、サイベル様？」

　すっかり召使いが板についてしまったダル・ハーが言う。

「気持ち悪いから、確かめましょ」

「でも、ご主人さま、恐こわいです～」

「大きな紫むらさきの蛙かえるでも出てきて、寝ている間に頭をガリガリかじられてもいいの？」

「それも嫌です～」

　サイベルたちは松明たいまつを準備し、廃城の探たん索さくを開始した。




　臭いの源みなもとは地下の方だった。

　螺ら旋せん階段を下おりてゆくと、次し第だいに臭いは強くなっていった。それにつれ、三人の顔も真しん剣けんな厳きびしいものとなってゆく。

「サイベル、こりゃあ……」

　敬語を使うのも忘れて、ダル・ハーが言った。

「ええ」

　サイベルもうなずく。

　二人とも、この臭いの正しよう体たいに気がついたのだ。

　やがて、三人は最さい下か層そうにたどりついた。

　だが、そこには短い回かい廊ろうがあるだけで、部屋はなかった。サイベルは、壁かべ伝づたいに手を這はわせながら慎しん重ちように進み、二十歩ほど行ったところで足を止めた。

「ここだけ壁の色が違ちがうわ」

　こぶしで壁を叩たたくサイベル。

　厚みがないらしく軽い音が返ってくる。

「あっ、ここに割れ目が！」

　フロランドが、目め敏ざとくわずかな亀き裂れつを発見して指さした。

　サイベルはそこに鼻はなを近づける。

　その途と端たん、猛もう烈れつな腐ふ敗はい臭しゆうが彼女を襲おそった。

　思わずサイベルは顔をしかめる。

「ダル・ハー、壁を壊こわすものを！」

「って、どこに？」

「馬車の床ゆか下したの隠かくし倉庫！　たいていの道具はそこに入っているから！」

「へいっ！」

　ダル・ハーは走った。

　そして程ほどなく、金かなテコを手に戻ってくると、それを力いっぱい壁に打ちつけた。

「それっ！」

　四回ほど叩くと、壁の亀裂がわずかに広くなった。

　そして、九回目に、ようやく壁の一いつ角かくが崩くずれた。

　だが、何な故ぜか壁の向こう側の床に、破は片へんが落ちる音がしない。

「もっと広げて！」

　サイベルは促うながした。

「おうよっ！」

　ダル・ハーが人間の頭が通るくらいに穴を大きくすると、サイベルはそこに松明たいまつを差し入れた。

「……！」

　照らし出された光景に、サイベルは言葉を失った。

「……どうです？」

　フロランドがひょいと首をのばして中をのぞく。

　ひと呼吸後、悲鳴が廃城に響ひびきわたった。

「おい、何だってんだ!?」

　ダル・ハーは金テコを振ふるい、人が通れるほどに穴を広げた。

　ムッとする臭いに賞金稼ぎの顔が歪ゆがむ。

　これは死体が発する腐敗の臭い。

　屍し臭しゆうだ。

　サイベルは鼻と口を絹きぬのスカーフで覆おおって、穴の中に踏ふみ込んでいった。

　崩された壁の向こうにあった部屋は、そう広くはなかった。

〝折れたツルハシ〟亭ていの大部屋の、数倍程てい度どでしかない。

　だが……。

　その部屋の床は、無数の亡なき骸がらに覆われて見えなくなっていた。

　数百はあろうかという腐ふ乱らん死し体たいが、裕ゆう福ふくな商人の倉くらを満たす穀こく物もつの袋ふくろのように、部屋を満たし、地じ獄ごく絵え図ずを描えがいていたのだ。

　フロランドは回廊の隅すみに駆かけ込んで嘔おう吐としていた。

「……」

　サイベルは全身の筋きん肉にくが痛いほど緊きん張ちようするのを感じながら、ひとつひとつ、死体を見て回った。

「こりゃ、いってえ？」

　つぶやくダル・ハー。

「これが本当のブレーグの住人よ」

　サイベルは言った。

「老人や子供、女の人も多いでしょう？」

「だがよ、これだけの人数を殺やって、ここに運び込むのは並なみ大たい抵ていのことじゃねえぞ」

「連れん中ちゆうはそんなことはしなかったわ」

　サイベルは頭を振る。

「へっ？」

「やつら、全員を生きたまま連れてきてここに閉とじこめ、入口をふさいだのよ」

「……この数だぜ。全員が立ったまま、身動きひとつできやしねえ」

「そう。だから自分たちの体温で蒸むし風ぶ呂ろ並みに気温が上じよう昇しようしたなかで、ほとんど窒ちつ息そくに近い状態で死んでいったのよ」

　サイベルは松明をかかげ、周囲の壁に食い込んだ爪つめの跡あとを照らした。

　剝はげた真まっ赤かな爪が、深ふか々ぶかと食い込んだままなのが生なま々なましい。

「母親は子供に少しでも新しん鮮せんな空気を与あたえようと高く抱だき上げ、ある者は愛する人が生き残る可能性をわずかでも高めようと、空気を節約するため舌を嚙かんで自みずから命を絶たった……。全員が死ぬには三日はかかったでしょうね。……入っちゃ駄だ目めよ、フロランド」

　サイベルはこちらにやってこようとする忠ちゆう実じつな少女を止めると、膝ひざを落としてひとつの遺い体たいに目をやった。

「赤ちゃんよ。こんなに苦しそうな顔で……」

　サイベルは口くち紅べにをぐいと袖そでで拭ぬぐった。

「フロランド、私の服を用意して。あの服よ」

「は、はい！」

　フロランドは小走りに階段を駆かけ上っていった。

「ダル・ハー」

　サイベルは次に賞しよう金きん稼かせぎを振り返る。

「私は街まちに戻もどるわ。これまでの給料は馬車で払うから……、ダル・ハー？」

「……もう長なげえこと会っちゃいねえが、俺おれにはよ」

　ダル・ハーは七つくらいの女の子の遺体を抱だき締しめていた。

　彼は涙なみだに濡ぬれた顔をサイベルに向けた。

「故く郷ににちょうど、これくらいの娘むすめがいるんだ。……畜ちく生しよう！　今、逃げたらよ、娘に合わす顔がねえ！　悪いが、一緒に街に戻らせてもらうぜ！」

「……あなたも、私と同じ愚おろか者ものね」

　サイベルは賞金稼ぎの肩を叩くと、フロランドが待つ馬車に向かった。







　第三章　激戦







　夜よ明あけがきた。

　昨夜からの霧きりは、結けつ局きよく晴れず仕じ舞まい。

　リックは、メッサリーナ、キムリ、ラズヴィルの三人を大部屋に残し、厳げん重じゆうに戸と締じまりをするようにとラズヴィルに命めいじた。

　それから、ピュティアとアマラを連れて、ゆっくりと宿やど屋やの外に出る。

　弓ゆみを装そう備びした者がいないことは、すでに窓から確かく認にん済ずみだ。

「……ねえ、これって、少しばかしこっちに不利じゃない？」

　リックの後ろを剣を抱かかえて続くピュティアが、二日ふつか酔よいのアマラにささやいた。

「まあね。ラスメクの雇やとった連れん中ちゆうだけで、数百人ってところかしら」

　アマラも頭を振ふる。

「何しろ、この街まちの市民とそっくりすり替かわれる数ですからね。……ううっ、頭ず痛つうが」

　彼女はこめかみを押おさえた。

「ハインと、この宿の主人に成なり済すましていた男。注意が必要なのは、それぐらいのものだな。残りは雑ざ魚こだ」

　リックは言い切った。

「雑魚は任まかせて！　と言いたいとこだけど、この数だものね」

　と、アマラ。

「グリード、まだ抜ぬけないの？」

「その気け配はいさえない」

　皮ひ肉にくな笑えみを口くち元もとにたたえるリック。

「ピュティア、離はなれるなよ」

「もちろん！」

「真まっ先さきに狙ねらわれるのはお前だからな」

「はいはい……って、あたしが!?」

　ピュティアは飛び上がった。

「替えの武ぶ器きを抱えているし、一番弱そうだもの。気をつけた方がいいわよ」

　アマラはあっさりと言った。




　通りではすでに、ハインとラスメク、その配はい下かの者たち百数十人ほどが待っていた。

　だが、ここに集まった人間だけでは、昨日きのうこの街で見かけた数の半分にも満たない。残りの者は、街の要所要所で網あみを張っているのだろう。

「やはり、あなたは残りましたね」

　先にハインが、通りの中央に進み出たリックたちに声をかけた。

「……静かにしてよ。昨日のお酒で頭がガンガンするんだから」

　アマラが眉み間けんにしわを寄せる。

「新しん顔がおもいるようだな？」

　リックは、アマリエとその後ろに控ひかえている覆ふく面めんの一団を見て言った。

「あなたの相手をするのに、ラスメクの雇った人たちだけでは、失礼かと思いましてね」

　ハインは答える。

「紹しよう介かいしましょう。こちらは私の友人のアマリエ」

「よろしくね」

　アマリエは手を振った。

「そして……」

　ハインはさらに覆面たちの方に視線を移したが、先にリックの方がうなずいた。

「〝狩人かりゆうど〟だな。ザモーラ太たい主しゆの息がかかった」

「……ご明めい察さつ」

　先に言われて、少しばかりがっかりした表情になるハイン。

　それを見たアマリエが笑う。

「まあ、これではあまりにも我われ々われが有利ですからね」

　気を取り直してハインは続けた。

「あなたが倒たおれるまでは、キムリを狙わないと誓ちかいますよ。これで少しは面おも白しろくなるんじゃありませんか？」

「好きにしろ」

　と、リック。

「では、始めましょう。楽しみですね」

　ハインはうなずき、芝しば居いっけたっぷりに手を上げて、それをさっと振り下ろした。

　同時に、スウォートパイクスが真っすぐにリック目め指ざして突とつ進しんし、〝狩人〟たちが左さ右ゆうに展開する。

　やや遅おくれて、ならず者たちが各おの々おのの武器を手にスウォートパイクスに続く。

「走れ！　決けつして止まるな！」

　リックはアマラに命めいじると、同時に自分も右みぎ斜ななめ後方にすっと下がり始めた。

「年なのよ、少しは労いたわってよ！」

　アマラは文もん句くを言いながらも、リックとは逆の方向に駆かけ出した。

「貴き様さまの相手は俺おれだ！」

　スウォートパイクスがリックに追いつき、大きく振りかぶった剣を彼の肩かたへ向けて叩たたき下ろした。

　キィーンッ！

　リックの抜ぬいた剣がこれを受け止め、火ひ花ばなが走った。

　二人は刃やいばを交差させたまま、真ま横よこに移動する。

「と、と！　待ってよ、追いつけないじゃないか！」

　慌あわててピュティアがついてゆく。

「名を聞こう」

　走りながらの鍔つば競ぜり合いのなかで、リックが言った。

「……スウォートパイクス」

「トゲルのスウォートパイクスか。まだ、この稼か業ぎようを続けていたとはな」

　聞き覚えのある名前だった。

　ここ数年は消しよう息そく不明だったが、フレオリックがまだ王おう座ざについていた頃ころは、大きな都市の治ち安あん官かんや傭よう兵へい隊たい長ちようとしてエレネイ全土を渡わたり歩いていた男だ。

　師のロヴァルも、第一級の剣けん豪ごうとして彼の名を挙あげたことがあった。

「だが、これを最後に引退だ！」

　スウォートパイクスは膂りよ力りよくのみでリックの身体からだを押おし退のけた。

　リックは跳ちよう躍やくし、間ま合あいの外そとで態勢を整えようとする。

　間かん髪はつを入いれず、スウォートパイクスは距きよ離りを詰つめ、横よこ薙なぎに胴どうを狙ねらった。

「……最後の仕事を選び損そこねたな」

　リックは身を沈しずめると、鋭するどいスウォートパイクスの剣をやり過ごし、伸のび上がりながら逆さか手てに持ち直した剣を振り上げる。

「むっ！」

　スウォートパイクスは、胸とアゴの先せん端たんを浅く切り裂さかれて仰あお向むけに倒れた。

　リックは彼が地面に落ちるのを見とどけることなく、走って裏通りに入り込んだ。

「ち、ちょっと！　とどめ刺さないの!?」

　ゼイゼイいってその後を追いながら、ピュティアが怒ど鳴なる。

「そんな暇ひまはない」

　リックの言う通りだった。

〝狩人〟たちの姿が視界から消えていた。

　どこかに潜ひそんだのか、それとも死し角かくにいるだけなのか……。

　また、ラスメクの手て下したたちはリックを追う者とアマラを追う者の二ふた手てに分かれていた。

　アマラの方が容易たやすいと見たのか、こちらに真っすぐ向かってくるのは五十人ほどだ。

「アマラ、心配……」

　と、ピュティアが眉まゆをひそめた時。

　ドンッ！

　突とつ然ぜん、足を止めたリックの背に、少女は顔面から激げき突とつした。

「ううう、ふうにほまふぁはいで……はに？」

　ピュティアは鼻はなを押さえて抗こう議ぎしかけたが、目の前に立つふたつの姿に気がつくと、涙なみだのたまった目を大きく開いた。

「……はれれ？」

　いつの間まにか、彼らの前に立っていたのはハインとアマリエだった。

「やあ、私も少し、身体からだを動かそうと思いましてね」

　ハインは右手をすっと真横に伸ばした。

　すると、彼の身体を中心に、あたりを覆おおっていた霧きりが次し第だいに濃こくなり始める。

　注意して見ると、この霧はやや緑がかって、ほのかに発光していることが分かる。

「視界を覆うつもりか？」

　リックは目を細める。

「まさか。気を読める人には無意味でしょう」

　ハインは頭を振る。

「この霧、実じつは、優すぐれた〝呪じゆ波は〟の伝でん導どう体たいでしてね。魔法の力を増ぞう幅ふくしてくれるんですよ。まあ、あまり吸すって健康にいいものではありませんが」

「そろそろ私の出で番ばんね」

　アマリエがハインの前に立った。

　わずかな隙すきが見つかれば、間合いを詰めてハインを斬るつもりだったリックだが、アマリエに間に立たれて躊ちゆう躇ちよが生まれる。

「さあ、避よけられる？」

　アマリエは両手を前に差し出した。

　その指先に白熱球が生まれ、リックめがけて高速で射うち出される。

「……伏ふせろ！」
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「むぎゅっ！」

　リックはピュティアを地面に押しつけると、左に跳とんでこれをかわした。

　白熱球はすぐに方向を変え、後方から再びリックに迫せまる。

「この霧の中だと、〝呪波〟の高熱球は自由に動かせるの！」

　アマリエは楽しそうに笑い、さらに三つの白熱球を放はなった。

　これほどの数の熱球を制せい御ぎよできる人物は、他にはセイル・グレイぐらいのものだろう。

「ちっ！」

　辛かろうじてこれを避け続けるリック。

　間まの悪いことに、この時、ラスメクの雇やとったならず者たちも追いついてきた。

　リックは手て槍やりを突つき出してきた先頭のならず者の腕うでをつかんで後ろに回り込むと、これを盾たてにして白熱球から身を守る。

「ひいいい！」

　ならず者の頭に白熱球のひとつが命中し、たちまち全身が炎ほのおに包まれた。

　リックはこれを蹴けって前に倒すと、後ろから迫った別のならず者を袈け裟さ掛がけに斬きり倒し、さらにもう一人を斜めに斬り上げて絶ぜつ命めいさせる。

　と、そこに、三方から白熱球が飛んでくる。

　剣の先せん端たんに近い部分で、リックはそのうちのひとつを弾はじき飛ばし、残りは身をよじってギリギリのところで避けた。

　だが、白熱球に触ふれた瞬しゆん間かん、剣の先端は熱で真っ赤になり、どろどろに溶とけてポタポタとしたたり落ち始める。

「ととととっ！」

　これを慌あわててかわすピュティア。

　リックはそれでも、鍔つば元もとに近い部分を使い、相手の懐ふところに飛び込むようにして、もう一人のならず者の腹を裂さいた。

　痙けい攣れんを起こしながらドウッと倒たおれるならず者。その腕から曲きよく刀とうをもぎ取ると、彼はピュティアを左手で抱かかえ上げ、右手に見えた民家の裏口を蹴けり破って飛び込んだ。

「に、逃げるの!?」

　リックの腕の中で驚おどろきの声を上げるピュティア。

　少女の知っている限り、リックが敵に背中を見せるのはこれが初めてである。

「この霧に囲まれていては、奴やつには勝てぬ」

　彼は冷静に答え、その民家の中を走り抜けると表通りに飛び出した。

　さらに、一いつ刀とうのもとにならず者三人を斬り倒して通りを突つっ切り、向かいの鍛か冶じ屋やの建物に逃げ込む。

　これとほぼ同時に……。

　ドーンッ！

　リックたちが先ほどまでいた民家が爆ばく発はつした。

　火ひ柱ばしらが空高く上がり、鍛冶屋の家の扉が吹き飛んで、漆しつ喰くいの壁かべには大きな亀き裂れつがいくつも走る。

　熱あつい爆ばく風ふうが背中を焼き焦こがそうとするのを、リックは外がい套とうをひるがえして二人の身体を包み込み、辛かろうじて避さけた。

「……あたしたち、生き延のびられるの？」

　ピュティアはリックを見上げ、真しん剣けんな面おも持もちで尋たずねた。




「ごめん、逃がしちゃった」

　炎えん上じようした民家を前にして、アマリエは舌を出した。

「でも、あまり強いとは言えないわね、ヤーバシアのフレオリックも」

「ダイの買い被かぶりすぎですかね」

　ハインは肩かたをすくめる。

「まあ、これで私たちが直接手を出すほどのことでもないことが分かりましたね。せっかくですから、後は〝狩人かりゆうど〟とラスメクの手下たちに任まかせましょうか？」

「どこか、落ち着いてお茶を飲めるところは？」

「ラスメクに用意させましょう」




「もう！　どうしてこっちの方にたくさんくるのよ！」

　ならず者たちから逃げ回りながら、アマラは吐はき捨てるように言った。

　大おお方かたはかなり引き離したし、三人はすでに倒した。

　まず最初に彼女の前に立ちはだかったのは、斧おので武ぶ装そうした大男と、その相あい棒ぼうらしき四十がらみの短たん槍そう使い。

　アマラはまず、大男を投げナイフで牽けん制せいすると、その隙すきに素す早ばやく槍やりの下をかいくぐって短槍使いの後ろに回り込んだ。そして、背中から急所を突くと、崩くずれ落ちる短槍使いの手から武器を奪うばい、大男の喉のどにそれを投げつけたのだ。

　もう一人は、逃げ込んだ路ろ地じ裏うらで待ち伏ぶせをしていた女傭兵。

　機き敏びんな動きにかなり苦戦したが、アマラには傭兵を上回る経験があった。

　相手の短剣より、一瞬早くアマラのグラディウスが心臓を貫つらぬいたのである。

　しかし、やはり女を殺すと後あと味あじがよくない。

「……でも、こうして人を殺しても、もう手さえ震ふるえない」

　苦にがい唾つばを吞のみ込み、自じ己こ嫌けん悪おを振り切るようにしてアマラは走り続けた。




「……アンスーズの言った通り、ここで待って正解だったな」

　リックたちが一ひと息いきつく間まもなく、彼らが逃にげ込んだ家のどこかから低い声がした。

「〝狩人かりゆうど〟だな？」

　リックは静かにピュティアを下ろした。

「貴様にとっては〝死〟だ」

　闇やみの中から白しろ覆ふく面めんの男が姿を現わした。

「ここで太たい主しゆ陛へい下かの憂うれいを断たとう」

　彼は小剣を両手に握にぎる。

「やれるか？」

　リックは曲刀を下段に構かまえた。

　ダッ！

〝狩人〟は唐とう突とつに、リックとの距きよ離りを詰つめた。

　そして、曲刀の間合いに入る寸すん前ぜん……。

　彼の姿が二つに分かれた。

　ビュンッ！

　リックの曲刀は空を斬きった。

「はははははっ！」

　二人になった〝狩人〟は、さらに四人になる。

「ふ、ふ、ふ、ふ、増ふえちゃった！」

　驚おどろくピュティア。

「幻げん術じゆつか？」

　リックは眉まゆをひそめ、本体を見分けようとする。

　だが、それぞれの〝狩人〟は別々の動きをして、リックに襲おそいかかった。

　曲刀の刃が一人を斬り裂くと、すぐに別の場所に新あらたな〝狩人〟が現われる。

　幻まぼろしと思い、間合いに踏ふみ込むことを許すと、鋭するどい一いち撃げきがリックの身体をかすめるのだ。

　単なるまやかしでないことは、リックも認めざるを得ない。

「……よおし」

　ピュティアはブーツから四本のナイフを抜くと、全部の〝狩人〟に向けてそれを投げつけた。

　しかし、すべてのナイフが、虚むなしくすべての〝狩人〟を通り抜ける。

「あれれ！」

　ただ、一本だけが〝狩人〟の身体を通過した後、キンッという音を立てて方向を変えた。

「……そうか」

　これを見たリックが、今度は自分から一人の〝狩人〟との間ま合あいを詰めた。

　距離を縮められた〝狩人〟は小剣を振りかぶり、残りの〝狩人〟たちはリックの背後と左右に回る。

　これに対し、リックは相手の胴どうを横よこ薙なぎにするように見せて、まったく見けん当とう違ちがいの方向に曲刀を放った。

　次の瞬間。

　短い金属音が響ひびき、同じ姿すがた形かたちを持った四人の〝狩人〟は消えた。

「……あいつは？」

　ピュティアがおそるおそるリックのそばにきて尋ねた。

「あそこだ」

　リックは指さした。
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　部へ屋やの隅すみの陰かげのなかで、首を無くした死体が横たわっていた。

　その後ろの壁にはリックが投げた曲刀が刺ささり、驚きよう愕がくの表情が張りついたままの首はやや離れた場所に転ころがっていた。

「……四人とも幻まぼろしだった。奴の剣が本物に感じられたのは、幻の握にぎる剣がこちらの身体に達する間に合わせて、黒く塗ぬった短剣を投げつけていたのだ」

　リックは足元から細い黒塗りの短剣を一本拾ひろい上げ、ピュティアに見せた。

「新しい剣を」

「うん」

　リックはピュティアから剣を受け取ると、再び少女を抱かかえ、裏口から出ていった。

　それから、ほんのわずか後。

　二人の白覆面が同じ建物に入ってきていた。

「馬ば鹿かめ、功こうを焦あせったな」

「やはり単独では勝てぬな。〝伝える者〟を通して、必ず複数でかかることを徹てつ底ていさせよう」

「……追うぞ」

「承知」




　ズシュッ！

　また一人、ラスメク配下のならず者が倒たおれた。

　リックは刃はこぼれで切れ味の鈍にぶった剣を、絶ぜつ命めいしたならず者の持つ槍やりと素す早ばやく交こう換かんした。

「こんな時になってもグリード抜けないの？」

　たまらずにピュティアは尋たずねる。

　リックは黙だまって頭を振ふった。

　その時。

　また白覆面が、今度は二人でリックたちの前に現われた。

　リックと道を挟はさんで立つ彼らのうち、一人は頭ひとつ背が高い。

　鍛か冶じ屋やの家に現われた二人とは、また別だ。

「今度は何だ？」

　リックは槍を手の中で回した。

「……知ったところで何の意味があろう。貴様はすぐに死ぬ」

　背の低い方が唸うなる。

「さっきの奴もそう言った」

　挑ちよう発はつするリックに、長身の〝狩人〟が先に動いた。

　凄すさまじい速さである。

　瞬まばたきひとつほどの間に距離を縮め、槍の間合いよりも内側に入り込んできたのだ。

　リックは下がって距離を保とうとする。

　だが。

「……！」

　リックの足は、微び動どうだにしなかった。

「私の力場がお前を縛しばり付けた。終わりだ」

　最初の位置から移動していない、背の低い〝狩人〟が言った。

「逃げられんぞ。貴様がどれほど素す早ばやくとも、わしは空間を縮めて移動できるのだ」

　長身の〝狩人〟が短剣をリックの喉のど元もとに当てる。

　その時……。

「させないよっ！」

　ピュティアが力場を操あやつる〝狩人〟に向かって体たい当あたりをかけた。

「小こ娘むすめ！」

　尻しり餅もちをつく〝狩人〟。

　精神集中が途と切ぎれ、リックを束そく縛ばくしていた力場が消える。

　リックは槍を捨て、長身の〝狩人〟の手首を握にぎると、短剣を逆に彼の腹に突き立てた。

　己おのれの能力に慢まん心しんしていた〝狩人〟はそれを発はつ揮きする間もなく、大量の血を吐はきながら地に這はった。

「ピュティア！」

　リックは少女を呼び、また走り出した。




「……この街まちは迷めい路ろね」

　アマラは結けつ局きよく、〝折れたツルハシ〟亭ていの前に戻もどってきていた。

　ならず者たちがまだ追いついてきていないことを振ふり返って確かく認にんすると、彼女は水を求めて宿の厨ちゆう房ぼうに入り、屋おく内ないの小型井い戸どから汲くみ上あげて喉のどに流し込んだ。

　頭がズキズキと痛いたむが、迎むかえ酒ざけという訳わけにはいかないだろう。

　アマラは窓から周囲を確かめ、また、外に出た。

　だが、そっと扉とびらを開いて一歩踏ふみ出した時……。

　冷たい刃やいばが、彼女の喉に突きつけられた。

「……お前には餌えさになってもらう」

　白しろ覆ふく面めんの一人が言った。

　どうやら気け配はいを消してアマラをつけていたようだ。

「そんなにあの男は甘あまくないわ」

　アマラは笑みを浮かべたが、白覆面は黙だまって前に進むように促うながす。

　そして、彼らが通りの真まん中なかにやってきた時……。

「……また一人やられたぞ、テイワズ」

　もう二人、白覆面がやってきて、アマラに刃を向けている男に告げた。

「これ以上の損そん失しつは問題よ」

　こちらは女の声だ。

「分かっている」

　テイワズと呼ばれた〝狩人〟はうなずき、最初に声をかけてきた方の〝狩人〟を振り返る。

「先さきほどの用よう心じん棒ぼうを利用しよう、〝伝える者〟よ」

「仲間には伝えた。奴やつはこちらに近づいてきている」

〝伝える者〟は、通りの北を指で示した。

「……すぐだ」

　彼の言葉のすぐ後に、ピュティアとともにリックが通りの北側に現れる。

「スウォートパイクスは？」

「すぐ来る」

　彼らの右手から、胸を真っ赤に染そめたスウォートパイクスが姿を見せた。

　どうやら、この〝狩人〟には、人のいる位置が分かるらしい。

「フレオリック、おのれ……」

　血を滴したたらせながら、スウォートパイクスは唸うなる。

「奴を殺やる機会は与あたえる。待て」

　テイワズは、今にもリックに向かって突とつ進しんしようとするスウォートパイクスを押おし止とどめると、霧きりに霞かすむリックの姿に向かって呼びかけた。

「この女が見えるか？」

「見えるが」

　まったく感情の感じられないリックの答えが返ってくる。

「こちらに来い。逃げれば、この女の喉を裂く。ゆっくりとな」

「……ピュティア、剣を」

「うん」

　少女の手から新しい剣を受け取ったリックは、ゆっくりと彼らの方に進み始めた。

「……観客も揃そろった」

〝伝える者〟はテイワズにささやく。

　すると、リックたちの後方からハインとアマリエ、それにラスメクが現われた。

「ああん、もうおしまい？」

　アマリエは残念そうな声を上げた。

「さあ、どうでしょう？」

　首を捻ひねったのはハインである。

「奥の手でもない限り、ここはまたフレオリックに切り抜けられますよ」

「そう？」

「ええ。何か奥の手でもない限り」

　リックは〝狩人〟とスウォートパイクスまで十数歩のところまで近づいた。

「無む駄だなことをする」

　彼は言った。

「私に人ひと質じちは無意味だ」

「そうでもない」

　とは、テイワズ。

「貴様は逃げなかった」

　彼はアマラを解放し、リックの方に突き飛ばした。

　同時に、

「スウォートパイクス」

　と、テイワズは、今かと攻こう撃げきの時を待っていた用心棒に声をかける。

「殺す！」

　血ち走ばしった目をしたスウォートパイクスは走り、リックの方に駆かけ寄よろうとするアマラの背中に剣を振り下ろした。

「アマラ！」

　叫さけぶピュティア。

　ギリギリのところでリックが間に飛び込み、スウォートパイクスの剣を受け止める。

　だが、この時……。

「ウーンジョ？」

　テイワズは女の〝狩人〟に合あい図ずした。

「ええ」

〝女狩人〟は白覆面を脱ぬぎ捨すて、リックの前に出る。

　そして、その顔をリックの視線がとらえた途と端たん。

「……何？」

　リックは凍こおりついた。

「もらった！」

　動きを止めたリックの胸に、スウォートパイクスの必ひつ殺さつの一いち撃げきが突き出された。

　ザクッ！

　剣は完全にリックの右胸を貫つらぬいた。

「……ヤズミナ」

　剣けん鬼きフレオリックは、口くち元もとから鮮せん血けつを溢あふれさせ、大地に倒たおれてゆく。

　それを、冷つめたく見下ろす〝女狩人〟。

　リックが動どう揺ようしたのも無む理りはなかった。

　その顔はまさに、リックの死んだ妃きさき、ヤズミナのものだった。

　失われ、悔かい恨こんの思い出の中にしか存在しないはずの顔だったのだ。

「あれは誰だれだか知りませんが、効果的でしたね」

　肩かたをすくめるハイン。

「まさに奥の手ね」

　アマリエが微ほほ笑えむ。

　一いつ瞬しゆん遅れて、

「フレオリック!?」

「リック、いやああああっ！」

　アマラとピュティアの悲鳴が上がった。

（リックが、リックが斬きられた！　リックが死んじゃう！）

　今すぐリックのもとに駆け寄ろうと思うピュティアだったが、膝ひざがガクガクと震ふるえ、一歩も足が動かない。

（お願い、誰かリックを助けて！）

「……とどめだ」

　スウォートパイクスは俯うつぶせに横たわるリックのそばにゆっくりと歩み寄ると、彼の首くび筋すじめがけて剣を振り下ろした。

　だが、リックはその剣の動き、いや、スウォートパイクスの殺さつ気きに反はん応のうした。

　それは、鍛きたえ上げられた剣けん士しの本能的な動きだった。

　ほとんど意識のない中で、仰あお向むけに体勢を変えたリックの剣は跳はね上がった。

「何っ！」

　鋼こう鉄てつの剣は、スウォートパイクスの脇わき腹ばらから側そく頭とう部ぶにかけてを斬り飛ばす。

「信じ……」

　スウォートパイクスはリックと並ぶようにして倒れた。

「凄すさまじい執しゆう念ねん……」

　テイワズはつぶやいた。

〝狩人〟たちは慎しん重ちようにリックを囲かこむ。

「……だが、これで本当に終わりだ」

　テイワズは、もう指一本動かせない黒衣の剣士の頸けい動どう脈みやくに剣を当てた。

「リ――ック！」

　絶望の声を発するピュティア。

　その時。

　六頭の馬の蹄ひづめの音が、雷らい鳴めいのように鳴り響ひびいた。

　テイワズは蹄から身を守ろうと、剣を引いて下がる。

「アマラ、彼を拾ひろい上げて！」

　一台の馬車が〝狩人〟の輪の中に突っ込んで止まった。
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　手た綱づなを握にぎっているのは、白い狩しゆ猟りよう服ふくをまとった女。

　腰には、右に二振り、左に一振りの細ほそ身みの剣。

　それに加えて、胸の部分には薄うす茶ちや色いろの――金属製には見えない――刃を持った短剣。

　何の飾りもない、豊かな赤あか毛げが風になびいている。

「……まさか、サイベル？」

　ピュティアはポカンと彼女を見上げた。

　着飾って化け粧しようをしていた時の彼女と比べ、素す顔がおの彼女は見み違ちがえるほど美しかった。

　輝かがやくような魅み力りよくに溢あふれていたのだ。

「ピュティアちゃん、急いで！」

　馬車の扉を開いて、フロランドが言った。

「こっちはもういいぜ！」

〝折れたツルハシ〟亭から、キムリたちを率ひきいたダル・ハーが出てきた。

「早く、みんな馬車に！」

　サイベルは促うながした。

　だが、アマラとピュティアがリックを引き起こして馬車に運び込もうとするのを、テイワズが阻はばもうと前に出る。

「動くな！」

　サイベルは短剣を彼に向けて放った。

　テイワズはこれを難なんなく剣で弾はじいた。

　しかし……。

　サイベルの短剣は砕くだけ、液体が飛び散った。

「うおっ！」

　これを浴びたテイワズは、鋭するどい痛みに地面を転ころがる。

「刃の部分は中ちゆう空くうの陶とう器きよ」

　その様子を見て、冷ひややかにサイベルは言った。

「中に入っているのは強い酸なの。かかれば、皮ひ膚ふからその下の肉まで焼き焦こがすわ」

「あなたも愚おろか者ものの仲間入りですか！」

　遠くからハインが声をかける。

　サイベルは彼をキッとにらんだ。

「あんたのそのにこやかな仮か面めんの下に何が隠かくれているか、見せてもらったわよ！」

「……さて、あなたを怒おこらせるようなこと、しましたっけ？」

　途と方ほうに暮くれた顔をするハイン。

「とぼけないで！　ここの街の人たちをどう扱あつかったか、忘れたというの！」

「街の……？」

　彼はラスメクを振り返った。

「どういうことです？　街の人たちには十じゆう分ぶんな金を払はらって一時的に移動してもらったんじゃないんですか？」

「そ、それが……」

　ラスメクは口ごもった。

「……何てことだ」

　ハインは初めて、顔をしかめた。

「何か手て違ちがいがあったようです」

　彼は弁べん解かいするようにサイベルに言った。

「不ふ都つ合ごうはみんな手て下したのせい？」

　サイベルは容よう赦しやがなかった。抜ぬき放はなった細身の剣で〝狩人〟たちを牽けん制せいしながら、全員か馬車に乗り込むのを待つ。

「ご主人さま！」

「彼とキムリは貰もらっていくわ！　二人が欲しかったら、廃はい城じようにいらっしゃい！　あなたのしたことを後こう悔かいさせてあげる！」

　サイベルは馬車の向きを変えると、ならず者たちを蹴け散ちらしながら去っていった。




　後に土つち煙けむりだけが残ると、ハインはラスメクの方をもう一度振り返った。

「私は不ふ愉ゆ快かいな思いをしました」

「も、申もうし訳わけございません！」

　ラスメクは完全に怯おびえ切って頭を下げる。

「……済すんでしまったことは仕し方かたありません」

　ハインは、血ち溜だまりの中でピクピクと体を震ふるわせているスウォートパイクスの傍かたわらに立った。

「大した生命力です。ラスメク、この男をどこか静かな場所に運びなさい」

「はい！」

　武ぶ器き商人はそそくさと従った。

「……さて」

　ハインは馬車が去っていった方向を見た。

「何だか興きよう醒ざめですね。……ヤーバシアのフレオリック、もう一度だけ、試ためさせてもらいますか。これを切り抜けられたら、私は頭を下げてあなたの助力を願いますよ」







　第四章　裏切り者







「……」

　スウォートパイクスは目を開いた。

「俺おれは……生きているのか」

「一いち命めいは取りとめました」

　ハインの声。

　あたりは暗く、姿は見えない。

「そうか」

　スウォートパイクスは起き上がろうとして、寝しん台だいに手をついた瞬しゆん間かん、不ふ慣なれな感かん触しよくを感じて思わず視線を右みぎ腕うでに落とした。

　ぼんやりと浮かび上がる腕の影かげが、通常のものと違ちがっていることに彼は気づく。

「灯あかりを」

　請われたハインは、燭しよく台だいに火を点ともした。

「……おお」

　弱い光の中で、自分の腕に目をやったスウォートパイクスは声を震ふるわせた。

「この腕は……、この腕は何だ！」

　彼の腕は、骨ほね張ばり、ねじくれたものに変えられていた。

　皮ひ膚ふは灰色で、爪つめは長く尖とがっている。

　スウォートパイクスはどこまでが変わってしまったのか、反対の腕を這はわせて恐おそる恐おそる確かめてみる。

　フレオリックに切り落とされた部分、脇わき腹ばらから、頭の右半分までが変質していた。

　まるで蜥蜴とかげか、小型の竜がその部分を乗っ取ってしまったように。

「残念ですが、これしかあなたの命を救う方法はなかったのです。ですが、移植したのは非常に優すぐれた能力を持つ腕です」

「ふざけるな！」

　スウォートパイクスは、移植された腕でハインの喉のどをつかんだ。

「こんな化ばけ物もののような姿になって、どうして家族のもとに帰れる!?　俺はこれを最後に、妻と子供と……」

「お気の毒です」

　首を締しめつけられ、声の掠かすれるハイン。しかし、その表情には余よ裕ゆうがある。

「だが、私としてはこのままあなたを死なせるのは忍しのびなかった。ほんのわずかな運があなたにあれば、きっとあなたはフレオリックに勝てていたはずです」

「……フレオリック」

　スウォートパイクスは手を緩ゆるめた。

「奴やつはどうした？」

「辛かろうじて生きている、といったところですか」

「……奴は殺す」

　彼はハインから手を離し、そのこぶしを強く握にぎり締めた。

　鋭するどい爪が食い込み、血が、それも緑の血が滴したたり落ちる。

「妄もう執しゆうに囚とらわれてはいけません」

　それを見たハインが言った。

「あなたの命を維い持じしているその腕は、感情に大きく影えい響きようされます。憎にくしみはあなたを別の生き物に換かえてしまうかも知れませんよ」

「……退どけ」

　スウォートパイクスはハインを押おし退のけて立ち上がった。

（フレオリック……必ず殺す。そしてその次は、俺の身体からだを化物に変えたこのハインだ！）

　彼は誓ちかった。




　　　　＊　＊　＊




　同じ頃ころ……。

「リック、死んだら駄だ目め。何であなたがわたしのことなんか気にかけて……」

　アマラは廃はい城じようの最上階の一室で、必死にリックの傷の止し血けつをしていた。

「わたしなんか放ほうっておけば良かったのに！　それなのに、こんな……こんな」

「アマラ、しっかりしなさい」

　サイベルが叱しつ咤たする。

「この中で、ちゃんとした施せ療りようの心こころ得えがあるのはあなただけなのよ。手て伝つだうことがあったら指示して」

「え、ええ」

　アマラは気持ちを落ち着けようと、深く息を吸すった。

「……サイベル、あなた、薬品を揃そろえていたわね？」

「クネプの修道院では、薬学の知識が必須ですからね。……まあ、治ち療りよう用ようと言うより、ほとんどは毒だけど」

「じゃあ、トリカブトの根はある？」

「それはないけど、何に使うのか分かった。代だい用ようになる物があるから持ってくる」

　サイベルは馬車に向かった。

「ダル・ハー、ピュティアは？」

「今、フロランドが看みてる。相当きてるみてえだな。フレオリックが死んだら、あいつも心臓が張り裂さけちまうんじゃねえか？」

　深しん刻こくな顔で賞しよう金きん稼かせぎは言った。

「俺はここにいても役に立たねえからな。下にいって見張ってるぜ」

「ありがと」

　アマラは手当てを続けた。

「死なないで、お願いだから……。あなた、四人のうちの一人なんでしょ？　死ぬはずがないんだから」

　とりあえず布で押さえて止血をしながら、サイベルが薬を持ってくるのを待つ。

　その時。

「……麻ま酔すいは必要ない」

　リックが口を開いた。

「フレオリック！　気がついてくれたのね！」

「麻酔は……必要ない。すぐに……戦わなくてはならないからな」

　彼は小さな声で繰くり返した。

「馬ば鹿か言わないで！」

「必要……ない。すぐにかかれ」

　ひゅうという息が漏もれる音。

　肺に穴が開いている証しよう拠こだ。

「今、眠ねむっては……ピュティアを守れない」

「……どうして、それを本人の前で言ってやらないのかしら？」

　アマラはわき上がってくる涙なみだを拭ぬぐった。

「分かった、やるわ。途と中ちゆうで痛いからやめてって言っても駄だ目めよ」

　アマラは焼いて消毒したナイフを握った。




「……アマラ」

　手当てを受けながら、リックは声をかけた。

「これが終わったら、一いち座ざに戻もどれ」

「あなたには関係ないわ」

　一いつ瞬しゆん、手を止めたアマラは頭を振ふる。

「なくは……ない」

　リックはささやくように言った。

「……？」

「私はかつて……愛する人とほんの些さ細さいなことから諍いさかいを起こした。今ではよく覚えていない、冗じよう談だんから始まった諍いだった。だが、それ以来……私は彼女……ヤズミナと話し合う機会を次し第だいに減らし始めた。職務が多た忙ぼうなせいもあったが……言い争いに発展することを恐おそれたからだ。愛している分、ヤズミナを傷つけることを恐れ、傷ついた彼女を見ることを恐れた。そのうち、顔を合わせることさえ気づまりになり……。結果は……、知っての通りだ」

　彼は目を閉とじた。

「……今日見た女は、ヤズミナにそっくりな顔をしていた。おそらくは、そう自分の顔を直したのだろう。もし、ヤズミナに対してやましい気持ちがなければ、あの偽にせの顔を見ても動じるはずはなかったのだ。アマラ、後こう悔かいをしたくないのなら、会えるうちに会え。恐れてはいけない、時間が残されていないのなら尚なお更さらだ。……つまらぬ話で悪いが、これが私の助言だ」

「……うん」

　アマラはうなずき、縫ほう合ごうを続けた。




「ピュティアちゃん、そろそろ、その短たん剣けん、放してくれませんか～」

　フロランドは辛しん抱ぼう強づよく話しかけた。

　この台詞せりふを言うのは、これで十二回目である。

　リックの手当てが始まると、部へ屋やの隅すみの床に座すわったピュティアは自分の左胸に短剣の先せん端たんを押しつけて、決して放そうとはしなかったのだ。

「……リックが死んだら、あたしも死ぬ」

　うわ言のようにピュティアは繰り返した。

「ねえ、ピュティア？　大だい丈じよう夫ぶだよ、アマラを信じて」

　キムリが説得しても効果はなかった。

「……あたしも死ぬ。死ぬの」

　と、そこに……。

「もう、面めん倒どう臭くさいわね。フロランド、その娘の背中、ドンと押してあげなさい」

　サイベルが入ってきて言った。

「もう、ご主人さま！　そんなことしたら、ピュティアちゃん死んじゃいますよ！」

「いいんじゃない？　そうしたら、フレオリックは私が貰もらおうかな？　ちょっと好このみからは外はずれるけれど」

「ご主人さま～！　不ふ謹きん慎しんなことばっかり言っていると、私だって怒おこりますよ～」

「だって、せっかく峠とうげを越こしたっていうのに、こんなところでウジウジしている小娘なんて、きっとフレオリックも愛あい想そを尽つか……！」

　ピュティアは短剣を投げ出してサイベルに飛びついた。

「……リック、助かるの？」

　目を血ち走ばしらせて少女は問とい詰つめる。

「今は眠ってるけどね」

　サイベルはウインクする。

　次の瞬間、ピュティアはリックのもとに飛んでいっていた。

「ふん。現金な子」

　サイベルは笑った。

「ご主人さまも人が悪いです～」

　フロランドはため息をつく。

「ところで、ダル・ハー、敵の様よう子すは？」

　サイベルは、さっきまで見張りについていた賞金稼ぎに尋たずねた。

「今のところ動きはねえ。ラズヴィルが代わって見てるがよ」

　サイベルのために馬車から運んできた敷しき物ものを広げて、彼は答える。

　召めし使つかいの癖くせがまだ抜ぬけないようだ。

「この廃城、侵しん入にゆうできるところはどれくらいあるのさ？」

　と、キムリ。

「私たちが調べたところじゃ、四か所ね。表門、裏門、それに城じよう壁へきが崩くずれた場所が二か所かな」

　サイベルは敷物の上に上品に腰を下ろす。

「全部を守るには人が足りないね」

　キムリは頭を搔かいた。

「……ねえ。あたいがハインのところに行ったら、みんなを逃にがしてくれるかな？」

「愚おろかな考えね。あいつはフレオリックも狙ねらっているのよ。それに、私も思いっきり、あいつのこと挑ちよう発はつしちゃったし」

　と、サイベルが一いつ蹴しゆうした時。

「……誰だれ一人ひとり、逃がす気はないでしょうね」

　フレオリックの手当てを終えたアマラが、疲つかれた顔をして入ってきた。

「あなた、大丈夫？」

　サイベルが珍めずらしくいたわりの声をかける。

「ええ。でも、ようやく二日ふつか酔よいは抜けたわ。フレオリックにはピュティアがついててくれてる」

　アマラはサイベルの隣となりに座り込んだ。

「ハインの目的って、傭よう兵へいの派は遣けんを阻そ止しすることでしょう？　あなたが直接連れん絡らくをつけなくても、わたしたちのうちの誰か一人でもここを抜ければ、タイタスのもとに行って派は兵へいの要よう請せいは可能。それくらいのことは向こうも分かっているわ」

「それは大変ですねえ」

　その時、間まのびした声で言いながら部屋に戻ってきたのはメッサリーナだった。

「どこに行っていたんですか～？」

　フロランドがこれまた間のびした声で尋ねる。

「ちょっと、そのあたりを散歩に～」

「ちぇ、のんきな女だぜ」

　ダル・ハーが舌打ちをした。

「はい、よく言われます」

　メッサリーナはにこやかにうなずく。

「まあ、それもいいじゃない。フレオリックはしばらく動かせないし、今は向こうの出で方かたを見るしかないんだから」

　サイベルは敷物の上に俯うつぶせに横たわった。

「フロランド、背中を揉もみなさい」

「はい、ご主人さま」

「おめえらも十分のんきだよ」

　ダル・ハーはため息を漏らす。

「……ダル・ハー、そんな口利きいていいの？　給料、支し払はらわないわよ」

「くそ～、申もうし訳わけございません！　ご主人さま～！」

　賞金稼ぎは、サイベルとともに街まちに戻もどったことを後こう悔かいし始めていた。




　太陽が半分、荒こう野やに沈しずみかけた頃……。

　ラズヴィルが、みんなのいる部屋に飛び込んできた。

「き、来ました！　ハインの手て勢ぜいです！」

「やっとなの。待たせてくれるじゃない」

　サイベルたちは部屋を出て、城壁の上の回かい廊ろうから下を見た。

　丘おかを登ってくるのは、ハインやアマリエ、〝狩人かりゆうど〟たち、ラスメクとその配はい下か……。

「あれは？」

　キムリが、異い形ぎようの姿をその中に認める。

「スウォートパイクスよ。生きていたのね」

　と、アマラ。

「生きているって言えんのかよ、あの姿すがたでよ」

　ダル・ハーは顔をしかめる。

　その時……。

「奴やつと〝狩人〟は、私がやる」

　彼らの後ろで、静かな声がした。

「フレオリック！」

　サイベルは振り返ると、眉まゆをひそめた。

　そこには、ピュティアを脇わきに抱かかえたリックの姿があったのだ。

「起きていいの？」

「いい訳わけないでしょ！」

　アマラが怒いかる。

「ピュティア、あなた何してたのよ！」

　彼女の怒りの矛ほこ先さきは、リックの腕の中のピュティアにも向いた。

「だってさ」

　首くび根ねっ子をつままれた猫ねこのような状態のピュティアは、面めん目ぼくなさそうに肩かたをすくめる。

「……起きちゃうんだもの」

　アマラは額ひたいを押おさえた。

「そうよね、大だい体たいこの男が人の言うことに耳を貸すと、ほんのちょっぴりでも考えたのが間ま違ちがいよ」

「納なつ得とくしたか？」

「してないわ！」

　ドンと足を踏ふみ嗚らすアマラに、サイベルは笑いを堪こらえきれない。

「諦あきらめなさいよ、アマラ。……フレオリック、期待していいんでしょ？」

「ああ」

　ピュティアを床ゆかに落とし、リックは腰のグリードをサイベルに見せた。

　鞘さや払ばらうと冷気を放はなつ氷ひよう剣けんは、今、ブーンという低い音を発していた。

「刻ときが来たと、剣が語っている」

「……不ふ思し議ぎ。私の指ゆび輪わも輝かがやきを増しているわ」

　サイベルは薬くすり指ゆびにはめられた院長の形かた見みに目をやった。

　七色の光がサイベルの白い手を照らし出す。

「……そこの二人、あんまりいい雰ふん囲い気きになるんじゃないの」

　床に座り込んだピュティアが、リックたちをにらみ上げた。

「いいんじゃないですか～。お似合いですよ～」

　と、フロランドがからかう。

　その時……。

「フレオリック！」

　下から黒こく衣いの剣けん士しを呼ぶ声があった。

　ハインだった。




「フレオリック！　死んでいないのなら、聞いてください！　もし、この戦いを生き延のびることができたら、ミシュハバードに来るといい！　そして、その目で真実を確かめなさい！　我われら三神官と、反乱者たちの、どちらに本当の正義があるのかをね！」

　ハインはそれだけ告つげると、丘を下くだり始めた。

「ハ、ハイン様！」

　ラスメクが慌あわてて後を追おおうとする。

「ラスメク」

　ハインは足を止めて言った。

「私は虐ぎやく殺さつを命じなかった。あなたが私の歓かん心しんを買おうとしてやり過ぎたことを、今さら責めようとは思いません。だが、自分が引き起こしたことの始し末まつはつけてください。あなたの今後については、ここを乗り切れた時に改あらためて話し合いましょう」

「……はい」

　ラスメクは顔を伏ふせた。

「私はミシュハバードに戻もどりますよ。アマリエ、行きましょう」

　ハインは女おんな魔ま道どう士しを抱だき寄よせた。

「……一番面おも白しろいところを見み損そこなうのね」

　アマリエは口を尖とがらせる。

「本当に面白いことは、まだまだ先さきですよ」

　ハインは漆しつ黒こくのローブをさっと振ふった。

　次の瞬間、二人の身体は空気に溶とけ込むかのように搔かき消えていた。




「……くそっ！　私は死なんぞ！」

　焦しよう燥そうのラスメクは、次々とならず者たちに指示を出した。

　三百人ほどのならず者を大小二つの隊たいに分け、少人数の方を陽よう動どう部ぶ隊たい、もうひとつを四つの突とつ入にゆう口ぐちのいずれかから攻せめ込む主しゆ力りよく部ぶ隊たいに決定する。

「こっちには内ない通つう者しやがいる……。手て薄うすな部分はすぐに分かる」

　彼は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「一いつ気きにケリをつけてやる、死ぬものか」

　その様子を見て、

「……我われ々われは勝かつ手てに動くぞ」

　と、テイワズが告げた。

「好きにしろ」

　投げやりな調子でラスメクは言った。

「お前たちは私の雇やとった兵ではない」

「では、そうさせてもらう」

〝狩人〟たちは動き始めた。




　一方……。

　リックたちは、突入口の守しゆ備びの分ぶん担たんを次のように決めた。

　表門は、リックとピュティア。

　裏には、サイベルとフロランド、ダル・ハー。

　谷側の城壁の崩れた箇か所しよには、アマラ、キムリ、ラズヴィルとメッサリーナ。

　もう一か所の山側の城壁の崩れた場所には、相手の動きに気がついてからでも間まに合うとの判はん断だんで、誰も置いていない。




「……敵」

　アマラはつぶやいた。

「どうしたの？」

　キムリが尋ねる。

「思ったより減ってるのよ」

　アマラはこちらに向かって登ってくる敵の部隊を指さした。

「何が起こっているのかしら？」

「私にはそうは見えませんが？」

　と、ラズヴィル。

「だけど、そう思えば気も楽になるよ」

　キムリがぎこちなく微ほほ笑えむ。

「ねえ、そう言えばメッサリーナは？」

　アマラはあたりを見み渡わたしてラズヴィルに尋ねた。

「さあ、さっきまでいたんですが……」

　慣なれぬ剣を握にぎったラズヴィルは、首を傾かしげる。

　武器はすべて、サイベルが馬車に隠かくし持っていたものだ。

「よく迷まい子ごになる人だから。大だい丈じよう夫ぶかな？」

　キムリが不安げにこぶしを額に当てる。

　と、そこに、

「大丈夫ですよ」

　当のメッサリーナが戻ってきた。

「ねえ、遊びじゃないのよ」

　アマラが注意する。

「分かっていますよ」

　メッサリーナは微笑んだ。

「よく分かっています」




「お、おい、どこに行くんだよ!?」

　フロランドを連つれて裏門を出てゆくサイベルを、ダル・ハーは啞あ然ぜんとして見送った。

「待っているのは性しように合わないのよ。こちらから攻めるわ」

　あっさりとサイベルは言った。

「協調性の欠かけ片らもねえな、おめえは！」

「ダル・ハー、お給料」

「……ちっくしょう！　分かった、分かりました！　ついて行きゃあいいんでしょう！」

　ダル・ハーは渋しぶ々しぶ戦せん斧ぷを背せ負おった。




「ピュティア、すぐにでも動ける用意をしておけ」

　リックは夕ゆう闇やみの中で移動する敵の様子を見て、相あい棒ぼうの少女に言った。

「どうして？」

　倒たおれて、赤茶色に錆さびついた鋼こう鉄てつの扉とびらの陰かげで、ブーツに投げナイフを差していたピュティアが顔を上げた。

「奴らはここを攻めない。山側の外壁から攻こう撃げきをかける」

「そう言えば……って、松明たいまつの列は裏門に向かっているよ」

「あれは陽動だろう。あの程度の数ならサイベルで防ふせげる」

「何で山側が手薄だって分かったんだろ？　……まさか!?」

　ピュティアの脳のう裏りを、メッサリーナのことがよぎった。

「どうした？」

「う、ううん。……多分、何でもない」

（リックにはまだ言えないよ。全然証しよう拠こはないし、たまたまかも知れないもの。……でも、やっぱり怪あやしいよ！）

「行くぞ。狩人も恐おそらく、そちらに回るはずだ」

「分かったよ」

　ピュティアは立ち上がった。




「ラスメク様！」

　ならず者の一人が、武ぶ器き商人のところへ走って戻もどってきて報告した。

「裏門に向かった者たちが敵と遭そう遇ぐう、交戦中です！」

「相手の数は？　その敵の中に、フレオリックかキムリはいるのか？」

「い、いえ」

「ならば、適てき当とうに相手をして、奴やつらの目をそちらに引きつけろ。そろそろ主力が、山側の城じよう壁へきに達する頃だ」

「ですが……」

「ですが、何だ？」

「こちらが一方的に押されているのです。完全に攪かく乱らんされています、どうか余っている連れん中ちゆうをこちらに回してください！」

「スウォートパイクスは？　奴はどうした？　そちらの指し揮きにスウォートパイクスが行ったはずだぞ！」

「それが……」

　配下の男は口ごもった。

「どうした！」

「消えました」




（……フレオリック。……フレオリック！　……フレオリック!!）

　ならず者たちの中から抜ぬけ出したスウォートパイクスは、フレオリックを探さがしていた。

　裏門の方からは、彼の臭においがしない。

　だから他の連中とは別れて、黒衣の剣士の臭いを探すために、こうして這はうようにして移動しているのだ。

　だが、彼は気がついていなかった。

　自分の頭部、それに胸と腹の大部分が、移植した灰色の蜥蜴とかげのような生き物の組織に取って代わられつつあることを。

　すでに脳さえ侵しん食しよくされていることを。

（どこだ、　フレオリーック！）

　フレオリックへの憎にくしみがその魂たましいを焼き焦こがす度たびに、スウォートパイクスは人間である部分を失いつつあった。




「次の相手は誰かしら!?」

　サイベルは高らかに笑った。

「安心しなさい！　この剣は赦ゆるしの剣！　命を奪うばうことはないわ」

　足あし元もとに横たわる男たちに向かって、彼女は言った。

　今、サイベルが手にしている剣は、信じられないほど細ほそ身みで軽量の剣だった。

　鋭するどい刃やいばは先せん端たんのほんのわずかな部分にしかなく、突つくことはできても、切ることはほとんど不可能だ。

　だが、その剣身には、細い溝みぞが鍔つば元もとから先端にかけて彫ほられていた。

　この溝を満たしているのが、蛇じや神しんの修道院で身につけた技術により生まれた、速そつ効こう性せいの麻ま酔すい薬やくだった。

　この剣で突かれた者は、あっという間に意識を失い、半日は目め覚ざめることがないのだ。

　反対の腰こしに下げた二振りの剣も、同様の構造を持っている。

　ただ、仕し込こんである毒が違ちがう。

　慈じ悲ひの剣には、一いつ瞬しゆんのうちに死に至る毒が、悔かい恨こんの剣には、数日間苦しんだ挙あげ句くに命を落とす猛もう毒どくが塗ぬられているのだ。

「さすがです～！　男たちを踏ふみ付けるご主人さまって、迫はく力りよくです～！」

　歓かん声せいを上げるフロランド。

「これでこっちも六人目だ！」

　戦せん斧ぷを振ふるいながら、ダル・ハーも言った。

　と、そこに……。

「うるさい蠅はえどもめ」

　三人の〝狩人〟が立ちはだかった。

　そのうちの一人は、ヤズミナの顔を持つ女、ウーンジョ。

　もう一人は〝伝える者〟である。

「ちょうどいいわ！」

　サイベルは先せん制せい攻こう撃げきを仕し掛かける。

　目標はウーンジョだ。

「あなたをフレオリックのところに行かせると面めん倒どうだもの！」

「甘あまいわね！」

　ウーンジョは両手にした二本の短剣を交差させて赦ゆるしの剣を受け止めた。

「この私を変へん身しんだけの女だと思ったら死ぬわよ」

「……私は慎しん重ちようよ」

　サイベルはふっと笑えみを浮かべた。

「誰があなたを狙ねらっていると言った？」

「!?」

「ば、馬ば鹿かな。フレオリックでもない相手に……」

　ウーンジョの背後で、慈悲の剣に心臓を貫つらぬかれた〝伝える者〟が倒れた。

　サイベルはウーンジョに攻撃を受け止めさせながら、左手でもう一本の剣を抜き、〝伝える者〟に向けて投げつけていたのだ。

「甘く見ていたのはどちらの方かしら？」

「くっ！」

　サイベルを突き放し、いったん距きよ離り置こうとするウーンジョ。

　だが、一瞬早く、赦しの剣の先端が彼女の頰ほおをかすめていた。

「……！」

　ウーンジョは浅く傷のついた頰を押さえる。

　大きく息を吸すいかけた彼女は、全身の筋肉が弛し緩かんするのを感じながら崩くずれ落ちた。

「殺さないでおいて上げるわ。その顔が死んでいるのをもう一度見るの、フレオリックには辛つらいでしょうから」

　サイベルは赦ゆるしの剣を収おさめながらつぶやいた。

　しかし、休む間もなく、

「サイベル！　手て伝つだってくれ！」

　と、右の方からダル・ハーの声。

　彼は、何度斧おのを叩たたきつけてもかすり傷ひとつ負わない相手に、徐じよ々じよに追おい詰つめられていたのだ。

　サイベルは、賞金稼ぎと白しろ覆ふく面めんの間に飛び込む。

「こっちが相手よ」

　サイベルは言った。

「死に急ぐか、娘よ」

〝狩人〟は嘲あざ笑わらう。

「我わが守りは鉄てつ壁ぺき。破やぶることはできぬぞ」

〝狩人〟は赦しの剣の突つきを真ま正しよう面めんから受けた。

　だが、鋭するどい金属音とともに剣けん先さきがはね返される。

　もう一度、試ためしたが結果は変わらなかった。

「確たしかに面おも白しろいわね。でも、同じ芸当は私にもできるわ」

　サイベルは動じなかった。

　逆に、剣を下ろし、〝狩人〟の一いち撃げきを同じように身体からだで受け止め、はね返す。

「……！」

「これよ」

　サイベルは院長の形見の指輪を示した。

「この〝魂エレドの指輪〟が輝かがやいている限り、私の身体にはクネプの加か護ごがあるの」

「……ちっ！」

〝狩人〟は不利を悟さとって大きく飛び退すさり、逃にげ出した。

　だが、サイベルはあえて追おうとはしなかった。

「おい、いいのか？」

　と、ダル・ハー。

「〝狩人〟の残りはフレオリックに任まかせましょ。私の目的はラスメクよ」

　フロランドが回収した慈悲の剣を鞘さやに戻もどし、サイベルは肩かたをすくめた。




「あなたたちはここにいて」

　アマラはキムリたちに命じた。

「どこに行くんですか？」

　メッサリーナが尋たずねる。

「がら空あきになっているはずのもうひとつの突とつ入にゆう口ぐち。あちらの方が騒さわがしいわ」

「き、気のせいじゃないんですか？」

　ラズヴィルが怯おびえたように言った

「あたいも行くよ」

　と、キムリ。

「どうやらこっちには敵は回ってこないみたいだから」

「それなら、わたくしもご一いつ緒しよに」

　メッサリーナはあくまでものんきだ。

「……そうね。まとまって行動したほうが賢けん明めいかも知れないわ」

　アマラは同意した。




　シュウウウッ！

　抜ぬき放はなたれたグリードは、白い冷気を放っていた。

　ラスメクの手て下したが殺さつ到とうした、山側の城じよう壁へきの亀き裂れつの前。

　無む謀ぼうにもリックに襲おそいかかったならず者たちは、次々と倒たおれていった。

　だが、氷剣は今、リックの左手に握にぎられている。

　右手は動かないのだ。

　呼吸も荒あらく、いつもの動きの鋭さはなかった。

　それでも、安い金につられて殺しを請うけ負おうならず者ごときは、彼の敵ではない。冥めい府ふの女神スヴァニルダの口づけのように、氷剣はその前に立つ愚ぐ者しやの命を奪うばっていった。




　リックからやや距きよ離りを取ったところでは、テイワズが力場使いの〝狩人〟とともに戦せん況きようを観察していた。

「〝伝える者〟が殺やられたようだな……」

　テイワズは白しろ覆ふく面めんの奥おくで眉まゆをひそめた。

「あの女は計算外でした」

　力場使いが頭を振ふる。

「被ひ害がいが予想を超こえました。撤てつ退たいも視野に入れた方がいいでしょう」

「残った者たちを集めよう」

　テイワズも同意した。




（フレオリーック！）

　スウォートパイクスはようやくリックを嗅かぎ取った。

　彼はすでに完全な変へん貌ぼうを遂とげていた。

　人間だったところは残っていない。

　人間であったときよりも身体は大きくなり、口は大きく裂さけ、瞳ひとみは真夜中でも動くものが捉とらえられる黄金のものと変わった。

　皮ひ膚ふは厚くなり、鱗うろこが全身を覆おおった。

　彼の脳に刻きざみつけられていることはひとつだけ。

　フレオリックの抹まつ殺さつ。

　その欲求を満たすため、彼は鉤かぎ爪づめで地面を蹴けって走り出した。




「こ、こいつ！　味み方かたじゃないのか！」

「ひいいいいっ！　見み境さかいがなくなってやがる！　巻まき込まれるぜ！」

　ならず者たちは恐きよう怖ふの声を発した。

　スウォートパイクスは凄すさまじい速度で丘おかの斜しや面めんを駆かけ上のぼっていた。

　その進路上にいるすべてのものを踏ふみ潰つぶし、弾はじき飛ばし、嚙かみ砕くだきながら彼は走った。

　リックたちに倒された以上の数のならず者たちが、突とつ進しんの犠ぎ牲せいとなってゆく。

　そして、その犠牲者の中には〝狩人〟もいた。




　先さきほどサイベルの前から逃げ出した〝狩人〟は、防ぼう御ぎよ壁へきを張って己おのれの身を守ろうとした。だが、スウォートパイクスは防御壁ごとこの〝狩人〟を吹ふき飛ばし、失神させる。壁かべは消え、〝狩人〟の身体はスウォートパイクスの下した敷じきとなり、挽ひき肉にくのようになって四し散さんした。

　力場使いの〝狩人〟はスウォートパイクスの突進を止めるべく、力場の綱つなを幾いく重えにも周囲に張り巡めぐらせた。しかし、スウォートパイクスはその束そく縛ばくを引き千ち切ぎり、驚きよう愕がくして動きの取れなくなった〝狩人〟をその口に吞のみ込んだ。

　結けつ局きよく、この場を無ぶ事じに生き延のびた〝狩人〟は、テイワズのみだった。

（フレオリーック！）

　スウォートパイクスは、黒こく衣いの剣けん士しを求めて走った。




「くそっ、まだか！　まだ連中を殺せないのか？」

　ラスメクは焦あせっていた。

　報告が来なくなって、かなりの時間が経たっている。

　戦せん況きようはまったく分からない。

「勝てるはずだ。向こうの情報は筒つつ抜ぬけなのだからな、勝てないはずがない」

　彼は自分に言い聞かせた。

　だが……。

「見つけたわ」

　女の声に、ラスメクは振ふり返った。

「あなたが、街まちの人たちを……子供や女性や老人たちを殺した張ちよう本ほん人にんね」

　静かにラスメクの背はい後ごから近づいていたサイベルは、猛もう毒どくを塗ぬった悔かい恨こんの剣を彼の鼻はな先さきに向ける。

　すると、

「……す、すまなかった！」

　ラスメクは何を思ったか、地面に這はうようにして詫わびた。

「手て違ちがいだった！　死ぬなんて思いもしなかったんだ！　許してくれ、この償つぐないは必ず！」

　彼は、その顔を涙なみだと泥どろでぐしょぐしょに汚よごした。

「……どうしようもない屑くずね」

　呆あきれ果はてたといわんばかりの表情を浮かべたサイベルは剣けん先さきを下ろす。

　次の瞬間。

「危あぶねえ！」

　ダル・ハーが叫さけんだ。

　ラスメクは懐ふところから細ほそ身みの短たん剣けんを抜ぬくと、サイベルの心臓めがけて突つき出していた。

「はははっ、死ね！」

　狂きよう気きの笑えみを浮かべて勝利を確信するラスメク。

　しかし、短剣はサイベルの身体からだに達する前に、ポロリと彼の手から落ちた。

「……私があなたに気を許すとでも思ったの？」

　サイベルは微ほほ笑えむ。

　悔恨の剣の先端がほんのわずか、ラスメクの膝ひざに刺ささっていた。

「……！」

　ラスメクは声を発することもできずに、地面を引ひっ搔かいてのたうち回った。

「クネプの裁さばきよ。街の人たちと同じだけの苦しみを味わうといいわ」

　サイベルはそう言うと、もうラスメクを振り返らずにリックらが戦う城壁へと向かった。




「……フレオリーック！」

　スウォートパイクスは、リックを前に足を止めた。

「哀あわれな」

　その姿を見て、リックはつぶやく。

「リック？」

「……少し離はなれていろ」

　リックは背はい後ごのピュティアに声をかけた。

「巻まき込まれるぞ」

「うん」

　素す直なおにうなずき、少女は距離を取る。

「フレオリーック！」

　もう一度、スウォートパイクスは吠ほえた。

「せめてこの手でとどめを刺さしてやろう」

　リックは左手一本でグリードを構かまえた。

　冷気が旋せん風ぷうとなって、彼を包み込む。

「フレオリーック！」

　スウォートパイクスは突とつ進しんした。

　巨きよ体たいでありながら、リックの動きに匹ひつ敵てきする凄すさまじい速さだ。

　グリードの鎬しのぎで、辛かろうじて彼の牙きばを受けるリック。

　しかし、スウォートパイクスの重い身体が与あたえる衝しよう撃げきに、軽量の彼は弾はじき飛ばされる。

「リック！」

　悲鳴に近い声が、ピュティアから上がった。

　だが、黒衣の剣士の身体は、宙を舞まっている間に体勢を立て直して着地する。

　それでも、スウォートパイクスの猛もう攻こうは止まらない。

　鋭するどい爪つめを持った腕うでがビュンと振られ、リックをズタズタに裂さこうとする。

　リックは後こう退たいしながら、身をよじってこれをかわす。いつもなら完全に見み切きれるところだが、爪の先端がわずかに肩かたに当たり、鮮せん血けつが飛び散った。

　やはり、身体の切れが戻もどってはいないのだ。

　続く二撃目がグリードをはね上げ、今度は額ひたいに浅い傷をつけた。

　辛うじて氷剣を握にぎり直して飛ばされることを防いだリックだが、完全に守しゆ勢せいに回ってじりじりと後退させられる。

「フレオリーック！」

　スウォートパイクスの脳にはすでに、この名前と殺意しか存在しなかった。

　地を這はうように転ころがって爪の横よこ薙なぎをかわしたリックは、起き上りざまに氷ひよう剣けんを払はらい上げる。

　しかし、グリードで右の手首の半分を斜ななめに切り落としても、スウォートパイクスは何の痛みも感じはしない。

「フレオリーック！」

　かわされ続けることに焦じれたスウォートパイクスは、今度は跳ちよう躍やくして、上空から足の爪を使ってリックを狙ねらった。

　空中にある間は、方向転てん換かんができない。

　リックにとって、おそらくこのわずかな時間が、間ま合あいを取ることのできる最後の機会である。

　彼はスウォートパイクスの身体が空中にあるうちに、グリードを鞘さやに収おさめて走った。

　ところが。

　ズンッ！

　大地を震ふるわせて着地したスウォートパイクスは、すぐまたリックの逃げた方向に身体を向け、爪で地面を引っ搔くように蹴けった。

「また来る！　逃げて！」

　ピュティアの必死の叫さけび。

　だが、十分な距離を取ったと感じたリックは、足を止めて振り返った。

　真っ正面からリックに迫るスウォートパイクス。

「……最後だ」

　リックは逆さか手てに、柄つかを握った。

「氷ひよう竜りゆうよ！」

　跳ちよう躍やくしながらの抜ばつ刀とう。

　グリードの氷ひよう刃じんが風を切り裂き、スウォートパイクスの頭部を真っ二つに割った。

　それでも動きの止まらないスウォートパイクスの背中を転がり、リックは地面に落ちた。
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「フレオリーック！」

　スウォートパイクスは断だん末まつ魔まの叫びを上げながら、城壁に激げき突とつした。

　ズズーンッ！

　もう一度、大きく城しろ跡あとが揺ゆらぐ。

　脳のう漿しようと砕くだけた頭ず蓋がいの破は片へんをあたりに撒まき散らした憤ふん怒ぬの怪かい物ぶつは、崩くずれ落ちてくる瓦が礫れきの下した敷じきとなってそのまま動かなくなった。




「やった！」

　立ち上がったリックに、ピュティアが抱だきついた。

「リック、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶ？」

「……お前にぶら下られると、痛むな」

「それは我が慢まんして」

　この時になって、アマラやキムリたち、そしてサイベルがやってきた。

「終わった？」

　サイベルが尋ねる。

「大おお方かたな」

　リックはグリードを鞘に収めた。

　これでまた、しばらくは氷剣が抜き放たれることはないだろう。

「……どういうこと、大方って？」

　アマラがリックの言葉を聞きとがめた。

　あたりには、すでに動く敵の影かげはない。百近い死体が転がり、生き延のびたならず者たちは、とっくにこの場から逃げ去っているのだ。

「こちらの防ぼう御ぎよが手て薄うすなところに、ラスメクが主力をぶつけることができたのはどうしてだ？」

　逆にリックが尋ねた。

「それに、キムリ。お前の動きを完全に読んで、何日も前からブレーグを押おさえることができたのは？」

「内ない通つう者しや……がいたということ？」

　と、アマラ。

「あたし、知ってる！」

　ピュティアが声を上げ、ブーツのナイフに手をかけた。

「……！」

　メッサリーナが、キムリに向かって走った。

「キムリ、危ない！」

　サイベルが、ピュティアよりも一いつ瞬しゆん早く、酸を仕し込こんだ陶とう器きの短剣を抜き、投げる。

　短い悲鳴。

　一瞬後……。

　二人の人間が、その場に倒たおれていた。

　一人はメッサリーナ。

　もう一人はラズヴィルだった。

　サイベルの短剣は、ラズヴィルの右目を貫つらぬいていた。

　彼の手には、血のついた小剣が。

　そして、メッサリーナはキムリの足あし元もとで、服の胸の部分をグッショリと血で濡ぬらし、横たわっていた。

　リックはメッサリーナの上に屈かがみ込み、やがて立ち上がって言った。

「……死んだ」

「ど、どういうことさ、これ！」

　ピュティアには訳わけが分からなかった。







　終章　ミシュハバードへ







「結けつ局きよく、何だったの？」

　ピュティアは黒馬の背で、リックに尋ねた。

　結局、リックが馬に乗れるまでに回復するには、十日かかっていた。

「内通していたのは、ラズヴィルだったということだ」

「あんなに気が弱そうだったのに」

「だから、疑われなかった。ラズヴィルは恐おそらくタイタスの後あと釜がまを狙ねらって、ラスメクと結んだのだろう。キムリが死ねば、タイタスの血を継ぐ者はいなくなるからな」

「……メッサリーナさん、最後に何て言ったの？」

「娘を守ってくれて、ありがとう、と。あの女はそう言った」

「えええっ！　娘！」

「キムリはメッサリーナの娘だ。分からなかったのか？」

「で、でも！　あの人、ずっとキムリのことを狙って！」

　ピュティアは頭が混乱し始めた。

「誰がキムリを狙っているのか分からない情じよう況きようだ。自分もキムリを狙っているように見せかければ、自分が刺し客かくの標的になることもなく、キムリのそばについて守ることができる。手を組もうと考えた刺客が、接せつ触しよくをはかってくる可能性もある」

「信じられないよ、どうしてそこまで……」

　少女は頭を振ふった。

「数千の傭よう兵へいや賞しよう金きん稼かせぎを束たばねるタイタスも、結局、信しん頼らいを置けるのは身み内うちだけだったということだ。キムリには母は死んだと教えていたらしいが、それもメッサリーナがタイタスの妻ということで狙われるのを避さけるためだったのだろう」

「だったらキムリもそうしてやれば良かったのに」

「あの娘は正式なタイタスの後こう継けい者しやだ。身を隠かくすことはできない」

「すっかり騙だまされたよ」

「大たいした女だった。何度か、街まちに入ってからもキムリの危機を救っている」

「最初にラスメクのところから逃げてきた時、上の階でならず者たちがやられてたって、あれでしょ？」

「単独で動いて、敵の数を相当減らしていたようだ」

「たとえ疑われても……、キムリに憎にくまれるようなことになっても……守り抜ぬいたんだね」

　ピュティアはメッサリーナの墓の前でのキムリのことを思い出していた。




「何でだろ、ピュティア？」

　墓をじっと見つめながらキムリは言った。

「旅の途と中ちゆうで知り合っただけの、誰だれだかよく知らない人なのに……。もしかすると、敵の一味だったかも知れない人なのに……涙なみだが止まらないんだ。いなくなったら、胸に大きな穴が開いたような感じがするんだよ」




「どうして教えて上げなかったのさ、お母さんだって？」

　ピュティアは責めるような目でリックを見上げた。

「真実は今のあの娘には残ざん酷こくすぎる」

　彼は頭を振る。

「いつか、タイタスが教えるだろう」

「……ところでさ」

　あたりの風景を見み渡わたしながらピュティアは尋ねた。

「あたしたち、どこに向かってんの？」

「ミシュハバード。ハインは生き延びたら来いと言っていた。奴やつの言う真実とやらを、見み極きわめてやろう」

　リックは答えた。




　　　　＊　＊　＊




　その後……。

〝狩人かりゆうど〟テイワズとウーンジョは、あの戦いの中を生き延び、ザモーラへと戻もどった。

　太たい主しゆの新あらたな指示を受けるためである。




　キムリはタンヘルの父のもとに帰った。

　そして、ミシュハバード反乱勢力への傭兵の派は遣けんをタイタスに強く進言、タイタスは千人規き模ぼの派は兵へいを了りよう承しようした。




　途中までキムリを送ったアマラは、気まずそうな顔をして『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』に戻った。

　だが、仲間たちはいつも通り、何なに事ごともなかったかのように彼女を受け入れた。

「お帰り、アマラ」

　セイル・グレイも、彼女が戻ってくるとニッコリと微ほほ笑えんだ。




　サイベルとフロランド、ダル・ハーの一いつ行こうは、一ひと足あし先さきにミシュハバードへ発たった。

　ダル・ハーは行きたくなかったのだが、サイベルに給料を払はらって貰もらえず、仕し方かたなしに召めし使つかいを続けた。




　そして、同じくミシュハバードに向かったフレオリックとピュティアのその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　どうも、みなさん。

　半年ぶりですねえ。

　本当はもっと早く出したかったんだけど、ほら、天てん皇のう杯はいのフリューゲルスの奇き跡せきの優勝もあったし、コンサドーレ札さつ幌ぽろもＪ２に落ちたし、ドリームキャストも出たし……（そういえば、まわりにドリームキャスト買った人間、少ないなあ。ほとんど孤こ立りつ無む援えん状じよう態たい……）。




　……すみません、反省してます。




　本当はこの『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』、今年中に完結させるつもりだったんだけど、このペースじゃ無む理りかなあ。

　長編があと二本、それに短篇の方も何とか一冊にまとめたいし。

　それに『西せい妖よう見けん聞ぶん録ろく』も、続き、書きたいな。

　作者としては、河童かつぱやアゲハのキャラクターには、結けつ構こう愛着があるんですよ。（それに最近紅茶に凝こっているもんで、そのことをネタにしたくて、というのもこのシリーズを書きたい理由のひとつ。『月蝕紀列伝』だと、世界観の問題で紅茶が出せないけれど、『西妖見聞録』の方は舞ぶ台たいが百年前のヨーロッパだから……）




　……ほんと、書きたいもの、山ほどあるな。（読者が付き合ってくれるかは別問題だけど）

　食事の時間や寝る時間、全部書くのにまわしたいくらい。




　だけど、サッカー見る時間は残したかったりして。（だから原げん稿こう遅おくれるんだよね……）




　　　　＊　＊　＊




　何やかんやで、とうとう七巻目です。

　舞台は、『暗殺者フレオリック』の舞台だったユガとアシュクトルの街から、半月ほど南に下った小都市ブレーグ。『放ほう浪ろう者しやフレオリック』の二か月ほど後の物語です。（作者が日付けを数え間違えてなければだけど）

　で、今回初登場するのが、血ち塗まみれの貴き婦ふ人じんサイベルとその侍じ女じよフロランド。

　それから、ミシュハバードの神しん官かん魔ま道どう士しハイン。

　サイベルはもちろん、四人の主人公のひとり。（まあ、一応あげておくと、残りの主人公はもちろん、フレオリック、セイル、それからシャインデルね）

　ハインも最終巻のエピソードに関わる、列伝中の最重要人物のひとりです。

　でも……。

　作者としては、今回の一番のお気に入りはフロランドなんですね。

　だって、井上先生の表紙のイラストで、ひとり異い彩さいを放ってるじゃないですか。

　原稿を書いている時点では今一つ性格がつかめなかった女の子だったけど、このイラストを見たら一いち目もく瞭りよう然ぜん。今後は、この絵に合わせて彼女に動いてもらうことにします。




　さて、この『月蝕紀列伝』も（短篇を除いて）あと二冊。

　次の巻（秋口に出せるといいな）では、サイベルとリックにもう一度、一いつ緒しよに戦ってもらうつもりなので、どうかよろしく。




　付記１

　前回、『三さん銃じゆう士し』を見に行ったって書いたけど、あれ、『仮か面めんの男』の間違い。もちろん『三銃士』（最新版よりも、マイケル・ヨーク主演の方がいいな）も見てるけど、弟に指摘されてしまった。レオ様ファンのひと、ごめんなさい。




　付記２

　ドリームキャスト買ったけど、あまり趣しゆ味みに合うソフトが出ないので、半はん休きゆう眠みん状じよう態たいです。仕方がないので『ラングリッサー』シリーズと『サカつく２』でストレス解かい消しよう。うちのサターンはまだまだ現役！




　付記３

　今回の使用ＢＧＭは、『ソングス・オブ・ピート・シーガー』（60年代のフォークの大おお御ご所しよのトリビュート・アルバム）、オンヤ・ミノーグ『神しん秘ぴの時間』、ＯＳＴ『指ゆび輪わ物語』、そして（しつこいようだけど）笠かさ原はら弘ひろ子こさんの二枚組ライヴ、でした。
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